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本
吉
法
印
神
楽
の
継
承
と
そ
の
神
諷
に
関
す
る
調
査
報
告吉　

野　
　
　

裕　
　

　
「
法ほ
う
い
ん印

神
楽
」
は
気
仙
地
域
か
ら
宮
城
県
旧
遠
田
郡
に
か
け
て
の
地
域
に
伝
わ
る
神
楽
の
ひ
と
つ
で
、「
法
印
」
と
呼
ば
れ
る
修
験
者
と

そ
の
末
裔
が
中
心
と
な
り
、
継
承
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
神
楽
は
記
紀
神
話
を
主
な
題
材
と
し
、
舞
手
が
台
詞
「
神か

ん
な
ぎ諷
」
を
詠
じ

な
が
ら
奉
納
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
〔
宮
城
県
教
育
委
員
会
編
：
一
九
八
一
〕。
宮
城
県
旧
志
津
川
町
・
北
上
町
（
現
南
三
陸
町
・
石
巻

市
北
上
町
）
在
住
の
法
印
た
ち
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
本も

と
よ
し吉
法
印
神
楽
」
を
伝
え
て
き
た
。
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
、
彼
ら
は
神

楽
を
継
承
す
る
た
め
に
「
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
」
を
組
織
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
の
他
の
保
存
会
に
対
し
、
技
術
指
導
・
祭
礼
道
具
の

貸
与
・
舞
手
の
派
遣
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
宮
城
県
北
部
を
中
心
に
広
が
る
「
法
印
神
楽
文
化
圏
」
の
形
成
・
維
持
に
貢
献
し
た
〔
千
葉
：

二
〇
〇
〇
、
吉
野
：
二
〇
二
〇
〕。

　

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
三
月
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
Ｍ
．
九
・
〇
）
と
こ
れ
に
起
因
す
る
巨
大
津
波
は
、本
吉
法

印
神
楽
保
存
会
の
活
動
拠
点
で
あ
る
戸
倉
神
社
（
南
三
陸
町
戸
倉
）
や
、
そ
の
会
員
た
ち
が
代
々
守
っ
て
き
た
社
―
た
と
え
ば
釣つ

り
い
し石
神
社�

（
石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
）―
の
建
造
物
・
石
造
物
・
祭
礼
道
具
を
破
壊
し
、
ま
た
、
押
し
流
し
〔
神
社
新
報
社
編
：
二
〇
一
六
〕、
同
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保
存
会
の
活
動
を
停
滞
さ
せ
た
（
図
1
）。
さ
ら
に

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
春
季
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
波
が
東
北
地
方
に
も
及
ん
だ
。
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
二
〇
二
一
（
令
和

三
）
年
現
在
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
は
北
上
町
女お

な
が
わ川

法
印
神
楽
保
存
会
（
石
巻
市
北
上
町
女
川
）
と
連
携
し

な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
災
厄
を
克
服
し
、
そ
の
命
脈
を
保
っ

て
い
る（

（
（

。

　

先
述
の
よ
う
に
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
は
「
法
印
神

楽
文
化
圏
」
の
維
持
に
貢
献
し
て
き
た
団
体
で
あ
り
、

今
後
、
法
印
神
楽
に
係
る
調
査
・
研
究
を
行
う
上
で
看

過
し
て
は
な
ら
な
い
事
例
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

筆
者
は
二
〇
一
八（
平
成
三
〇
）～
二
〇
一
九（
令
和
元
）

年
に
か
け
て
、
そ
の
伝
承
地
に
お
い
て
本
吉
法
印
神
楽

の
歴
史
的
背
景
・
現
況
な
ど
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
実

施
し
た
。
こ
の
間
に
、
本
吉
法
印
神
楽
の
神
諷
な
ど
を

記
し
た
二
点
の
冊
子
―『
本
吉
法
印
神
楽
の
解
説
と
神

諷
並
に
型
』・『
本
吉
法
印
神
楽
の
解
説
と
神
諷
』（
い
ず

図 1　研究対象地域の概要（令和期）（現地調査をもとに作成）
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れ
も
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
作
成
、
昭
和
期
）―
の
複
写
物
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
吉
野
（
二
〇
二
〇
）
に
引

き
続
き
、
東
日
本
大
震
災
以
降
の
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
簡
潔
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
同
保
存
会
が
作
成
し
た

二
点
の
冊
子
の
内
容
を
可
能
な
限
り
紹
介
し
、「
今
後
の
法
印
神
楽
研
究
」
の
基
礎
的
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
一
、
本
吉
法
印
神
楽
の
現
況
―
東
日
本
大
震
災
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を
経
て
―

　

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
秋
季
、東
日
本
大
震
災
を
の
り
こ
え
た
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
は
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
と
と
も
に
、

北
野
神
社
（
石
巻
市
長
面
）・
熊
野
神
社
（
同
相
川
）・
愛
宕
神
社
（
同
橋
浦
）
の
祭
礼
に
招
聘
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
九
月
二
九
日
・
一
〇

月
六
日
・
一
〇
月
二
〇
日
に
法
印
神
楽
を
奉
納
し
た（

（
（

（
図
1
参
照
）。
筆
者
は
上
記
の
う
ち
、
北
野
神
社
の
祭
礼
に
お
い
て
昼
神
楽
の
、

ま
た
愛
宕
神
社
の
祭
礼
時
に
昼
・
夜
神
楽
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

北
野
神
社
は
石
巻
市
長
面
を
鎮
座
地
と
す
る
が
、
同
社
は
東
日
本
大
震
災
の
折
に
津
波
に
よ
っ
て
社
務
所
・
手
水
舎
な
ど
を
喪
失
し

た
〔
神
社
新
報
社
編
：
二
〇
一
六
〕。
そ
の
後
、
長
面
の
住
民
の
多
く
が
石
巻
市
二
子
団
地
に
移
住
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
一
八

（
平
成
三
〇
）
年
、
北
野
神
社
の
宮
司
が
崇
敬
者
の
便
宜
を
図
る
べ
く
、
同
社
の
遥
拝
殿
・
祈
禱
殿
を
二
子
団
地
内
に
建
設
し（

（
（

、
そ
こ

で
祭
礼
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
以
前
、
両
保
存
会
は
北
野
神
社
の
祭
礼
時
に
同
社
境
内
で
神
楽
を
奉
納
し
て
い

た
が
、
二
〇
一
九
年
に
二
子
団
地
に
公
民
館
施
設
「
二
子
団
地
二
子
東
絆
会
館
」
が
建
設
さ
れ
る
と
、
そ
の
縁
側
を
楽
屋
と
し
、
そ
こ

に
接
続
す
る
庭
に
神
楽
舞
台
を
設
え
た
。
九
月
二
九
日
の
祭
礼
に
は
二
子
団
地
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
の
鹿か

の
ま
た又
・
十
三
浜
な
ど
の
住
民

た
ち
が
神
楽
見
物
の
た
め
に
会
場
を
訪
れ
て
い
た
。
昼
神
楽
で
は
最
初
に
演
目
「
初
矢
」
が
披
露
さ
れ
た（

（
（

。
こ
の
演
目
は
昼
神
楽
の
冒

頭
で
必
ず
奉
納
さ
れ
る
も
の
で
、
以
後
、
演
目
は
国
生
み
・
国
土
創
造
を
表
現
し
た
「
四
天
」、
本
吉
法
印
神
楽
の
演
目
の
中
で
最
重

要
視
さ
れ
る
「
磐
戸
開
」、
伊
弉
諾
尊
と
伊
弉
冉
尊
の
黄
泉
平
坂
で
の
争
い
を
題
材
と
し
た
「
作
々
結
」、
玄
人
好
み
の
演
目
と
さ
れ
る�
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「
空
照
」、
そ
し
て
「
魔
王
（
魔
王
神
璽
）」
と
続
い
た
。

　

ま
た
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
〇
日
に
、
両
保
存
会
は
愛
宕
神
社
の
祭
礼
に
お
い
て
昼
夜
二
部
制
で
神
楽
を
奉
納
し
た
。
昼
神
楽
で

は
「
初
矢
」・「
三
天
」・「
磐
戸
開
」・「
魔
王
」・「
五
矢
」・「
作
々
結
」
の
順
番
で
六
つ
の
演
目
が
披
露
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち�

「
三
天
」
は
「
四
天
」
の
舞
手
数
を
一
名
減
じ
て
奉
納
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、「
三
天
」
と
「
四
天
」
は
同
一
の
演
目
と
み
な
さ

れ
る
。「
五
矢
」
は
、素
戔
嗚
尊
と
蘇
民
将
来
の
説
話
に
因
ん
だ
演
目
で
、そ
の
奉
納
時
に
数
名
の
地
域
住
民
に
御
神
酒
の
振
舞
い
が
あ
り
、

余
興
的
な
要
素
が
強
い
。
夕
刻
に
な
り
、
演
目
「
作
々
結
」
な
ど
が
納
め
ら
れ
る
と
昼
神
楽
は
終
了
と
な
り
、
約
一
時
間
半
の
休
憩
に
入

る
。
地
域
住
民
た
ち
は
一
旦
帰
宅
し
、
夕
食
を
済
ま
せ
て
か
ら
愛
宕
神
社
に
再
度
集
合
し
た
。

　

一
八
時
よ
り
、
愛
宕
神
社
に
お
い
て
猿
田
彦
の
舞
で
あ
る
「
道
祖
」
が
奉
納
さ
れ
、
夜
神
楽
の
開
始
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
続
い
て
、
夫

婦
和
合
の
舞
で
あ
る
「
白
露
」、
鬼
門
に
存
在
す
る
目
に
見
え
な
い
災
い
を
打
ち
祓
う
が
、
そ
の
舞
手
の
寿
命
を
縮
め
る
と
い
う
伝
承
を

も
つ
「
鬼
門
」、
素
戔
嗚
尊
が
荒
ぶ
る
八
岐
大
蛇
を
成
敗
す
る
「
叢
雲
」、
そ
し
て
、
竜
王
の
娘
の
化
身
で
あ
る
豊
玉
姫
と
、
そ
の
夫
と
な
っ

た
彦
火
火
出
見
尊
の
激
し
い
交
戦
が
見
所
と
な
っ
て
い
る
「
産
屋
」
の
四
つ
の
演
目
が
披
露
さ
れ
た
。
最
後
に
舞
手
が
神
楽
面
を
外
し
、

太
刀
を
採
物
と
し
て
「
ち
ら
し
」
の
舞
を
奉
納
す
る
と
、
夜
神
楽
の
終
了
と
な
る
（
表
1
）。

　

筆
者
が
実
施
し
た
二
回
の
祭
礼
調
査
と
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
か
ら
、
令
和
期
の
段
階
で
、
同
保
存
会
は

北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
と
の
連
携
の
も
と
で
、「
初
矢
」・「
三
天
（
四
天
）」・「
磐
戸
開
」・「
魔
王
」・「
五
矢
」・「
作
々
結
」・「
道

祖
」・「
白
露
」・「
鬼
門
」・「
叢
雲
」・「
産
屋
」・「
空
照
」・「
荒
神
」・「
橋
引
」・「
神
拝
」・「
日
本
武
尊
」・「
醜
女
退
治
」・「
所
望
分
」・

「
普
照
」・「
湯
之
父
」・「
蛭
子
」
な
ど
の
演
目
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た（

（
（

。
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
に
刊
行
さ
れ
た�

『
宮
城
県
の
民
俗
芸
能
』
に
よ
る
と
、
昭
和
五
〇
年
代
頃
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
に
は
九
名
の
法
印
が
所
属
し
て
お
り
、
彼
ら
は
一
二
の
演

目
を
奉
納
し
得
て
い
た
と
い
う
。
よ
っ
て
、東
日
本
大
震
災
以
降
、同
保
存
会
は
昭
和
初
期
よ
り
も
多
く
の
演
目
を
継
承
し
て
い
る
と
言
え
る
。
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写真 1　初矢（2019年）

写真 2　磐戸開（2019年）

写真 3　作々結（2019年）

写真 4　空照（2019年）

写真 5　魔王（2019年）

写真 6　叢雲（2019年）

写真 7　産屋（2019年）

※写真 1～ 7は筆者撮影
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二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
春
季
か
ら
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年

一
〇
月
に
至
る
ま
で
の
期
間
、
両
保
存
会
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
神
楽
の
練
習
・
奉
納
を
見
合
わ
せ

て
い
た
が
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
七
日
よ
り
神
楽
の
練
習
を
再
開

し
た
。
近
年
、
小
学
生
が
神
楽
の
練
習
に
加
わ
り
始
め
た
こ
と
も

あ
り
、
後
継
者
の
育
成
に
一
層
励
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
　
　
　
二
、
本
吉
法
印
神
楽
の
神
諷
と
そ
の
変
化

　

近
代
期
以
降
、
法
印
神
楽
の
神
諷
・
歴
史
的
背
景
な
ど
に
関
す

る
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
鏑
矢
と
な
っ
た
の
が
、
牡
鹿

法
印
神
楽（
石
巻
市
湊
）を
中
心
に
取
り
上
げ
た
本
田（
一
九
三
四
）

で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
気
仙
沼
市
の
本
吉
太
々
法
印
神
楽
、
登
米

市
の
上
町
法
印
神
楽
、
石
巻
市
雄
勝
町
の
雄
勝
法
印
神
楽
に
関
す

る
詳
細
な
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
、
研
究
は
徐
々
に
進
展
を
遂
げ
た

〔
本
吉
太
々
法
印
神
楽
保
存
会
編
：
二
〇
〇
四
、
上
町
法
印
神
楽

保
存
会
編
：
二
〇
〇
四
、
雄
勝
町
教
育
委
員
会
編
：
二
〇
〇
〇
〕。

そ
の
一
方
で
、
本
吉
法
印
神
楽
の
神
諷
に
関
す
る
研
究
は
進
ま

ず
、
こ
れ
に
係
る
情
報
を
本
田
（
一
九
三
四
）
か
ら
得
る
以
外
に

表 1　石巻市北上町愛宕神社における本吉法印神楽の奉納の日程（2019年）

時間 概要

昼
神
楽

13：30 演目「初矢」を奉納。
13：55 演目「三天」を奉納。
14：15 演目「磐戸開」を奉納。
15：10 演目「魔王」を奉納。
15：35 演目「五矢」を奉納。見学者に御神酒の振る舞いあり。
16：10 演目「作々結」を奉納。
16：35 素面で「ちらし」を舞う。その後、昼神楽は終了となる。

夜
神
楽

18：00 演目「道祖」を奉納。
18：35 演目「白露」を奉納。
19：05 演目「鬼門」を奉納。19：40 頃、綱切が行われる。
19：40 演目「叢雲」を奉納。
20：05 演目「産屋」を奉納。
20：50 素面で「ちらし」を舞い、舞納めとなる。

（現地調査をもとに作成）



163 本吉法印神楽の継承とその神諷に関する調査報告

な
い
と
い
う
状
況
が
続
く
こ
と
と
な
っ
た
。
本
田
安
次
は
著
書
『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
の
中
で
、
牡
鹿
法
印
神
楽
の
神
諷
を
詳
細
に
紹

介
し
た
が
、
そ
の
際
に
、
こ
れ
が
本
吉
法
印
神
楽
の
古
記
録
―『
遠
藤
氏
本
』（
明
治
三
〇
年
代
。
釣
石
神
社
宮
司
家
で
所
蔵
し
て
い
た
が
、

二
〇
一
一
年
に
津
波
に
よ
り
流
失
）
と
『
菅
原
秀
傳
本
』（
年
代
不
明
）―
記
載
の
も
の
と
ど
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
か
、
一
文
字
単
位
で

指
摘
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
本
田
の
著
書
を
通
じ
て
近
代
期
の
本
吉
法
印
神
楽
の
神
諷
を
あ
る
程
度
復
元
で
き
る
が
、
そ
れ
以
降

の
同
神
楽
の
神
諷
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
を
欠
い
て
お
り
、
ま
ず
は
そ
の
入
手
に
着
手
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
筆
者
が
現
地
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
釣
石
神
社
が
、
本
吉
法
印
神
楽
の
神
諷
を
記
し
た
次
の
二
点
の
冊
子
の
複
写
物
を
所

有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
冊
は
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
頃
に
硬
筆
で
著
さ
れ
た
『
本
吉
法
印
神
楽
の
解
説
と

神
諷
並
に
型
』（
以
下
、『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
と
称
す
る
）
で
、
も
う
一
冊
は
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
に
完
成
し
た
『
本
吉
法
印
神

楽
の
解
説
と
神
諷
』（
同
『
昭
和
六
〇
年
代
本
』）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
冊
子
は
い
ず
れ
も
、
当
時
の
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
の
会
長
工
藤

祐
雄
氏
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
判
読
が
困
難
な
部
分
は
若
干
あ
る
も
の
の
、
同
保
存
会
が
継
承
し
て
き
た
二
一
演
目
の
神
諷
・
型
・
解
説

や
、
当
時
の
舞
手
た
ち
の
本
吉
法
印
神
楽
に
対
す
る
認
識
の
在
り
方
な
ど
が
比
較
的
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。

　

そ
の
後
、
筆
者
が
『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
中
の
本
吉
法
印
神
楽
の
神
諷
に
係
る
記
述
と
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
記
載
の
神
諷
を
比
較

し
た
と
こ
ろ
、
両
者
間
に
は
大
き
な
差
異
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
だ
が
、『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
と
『
昭
和
六
〇
年
代
本
』

の
内
容
を
比
べ
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
は
同
一
人
物
が
著
し
た
冊
子
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
神
諷
の
各
所
に
お
い
て
文
言
の
加
筆
・
省
略

な
ど
の
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
を
受
け
て
、
本
稿
で
は
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
を
底
本
と
し
て
、
そ

の
表
現
が
『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
か
ら
復
元
で
き
る
近
代
期
の
本
吉
法
印
神
楽
の
神
諷
、
な
ら
び
に
『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
よ
り
把
握

可
能
な
一
九
八
六
年
当
時
の
神
諷
と
ど
の
部
分
で
異
な
る
の
か
、
凡
例
を
用
い
て
示
し
て
い
く
（【
凡
例
】）。
な
お
、
他
の
法
印
神
楽
保

存
会
の
神
諷
と
の
比
較
も
す
べ
き
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。
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　【
凡
例
】

・�『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』で
は
確
認
で
き
る
が
、『
昭
和
四
〇
年
代
本
』中
に
み
ら
れ
な
い
表
現
を〈　

〉内
に
記
し
た
。
こ
れ
と
は
逆
に
、

『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
に
お
い
て
み
ら
れ
る
表
現
に
つ
い
て
は
網
掛
け　
　

を
施

し
た
。
ま
た
、『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
と
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
で
表
現
が
一
致
し
な
い
部
分
に
関
し
て
は　
　
〈　

〉
の
記
号
を

用
い
て
示
し
た
。
そ
の
際
に
、傍
線
の
み
の
部
分
に
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
の
本
文
を
、そ
し
て
〈　

〉
内
に
『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』

中
の
表
現
を
記
載
し
た
。

・�『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
で
は
じ
め
て
確
認
で
き
る
文
言
を
【　

】
内
に
記
し
た
。
ま
た
、『
昭
和
四
〇
代
年
本
』
と
『
昭
和
六
〇
年
代
本
』

で
表
現
が
異
な
る
部
分
に
つ
い
て
は　
　
【　

】
で
表
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
傍
線
の
み
の
部
分
に
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
の�

本
文
を
、【　

】
内
に
『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
中
の
文
言
を
記
載
し
た
。

・�『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』・『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
の
両
者
に
お
い
て
同
一
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
『
昭
和
四
〇
年
代

本
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
文
言
を
〔　

〕
内
に
記
し
た
。
さ
ら
に
、『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』・『
昭
和
六
〇
年
代
本
』

で
同
じ
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
が
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
の
も
の
と
は
異
な
る
場
合
、そ
の
部
分
を　
　
〔　

〕
で
示
し
た
。

傍
線
の
み
の
部
分
に
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
の
本
文
を
、〔　

〕
の
部
分
に
『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』・『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
中
の
表

現
を
記
し
た
。

・�『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
や
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
で
確
認
で
き
た
表
現
が
『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
に
お
い
て
省
略
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
部
分
を　
　

で
示
し
た
。

・�『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』・『
昭
和
四
〇
年
代
本
』・『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
中
の
神
諷
の
表
現
が
す
べ
て
異
な
る
場
合
に
つ
い
て
は　
　

�

〈　

〉【　

】
の
記
号
を
用
い
て
示
し
た
。
傍
線
の
み
の
部
分
に
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
の
、〈　

〉
の
部
分
に
『
陸
前
濱
乃
法
印
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神
樂
』
の
、
そ
し
て
同
じ
く
【　

】
に
『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
の
文
言
を
記
載
し
た
。
な
お
、『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』・『
昭
和

四
〇
年
代
本
』・『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
中
の
神
諷
の
表
現
・
構
成
が
大
幅
に
異
な
る
な
ど
、
凡
例
の
表
記
が
複
雑
に
な
る
場
合
は
、�

別
に
筆
者
注
（「
筆
者
注
」）
を
設
け
た
。

・�『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』・『
昭
和
四
〇
年
代
本
』・『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
中
の
表
現
の
相
違
が
旧
字
体
と
新
字
体
、
平
仮
名
と
片
仮
名
、

読
点
と
句
点
程
度
の
軽
微
な
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
特
に
指
摘
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

・�「
□
」
は
判
読
が
困
難
な
文
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

・�『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
掲
載
の
神
楽
の
型
は
、『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
記
載
の
も
の
と
重
複
す
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
三
、
本
吉
法
印
神
楽
の
神
諷
の
比
較
―『
本
吉
法
印
神
楽
の
解
説
と
神
諷
並
に
型
』
を
底
本
と
し
て
―

　
　
一
．
初
矢

　

○�

解
説　

萬
物
創
造
の
根
元
の
神
天
御
中
主
神
の
舞
と
い
ふ
。
神
楽
の
最
初
に
舞
ふ
故
に
初
矢
と
い
ふ
か
。
又
そ
の
爲
に
天
地
創
造
の

神
の
舞
と
い
ふ
か
。「
神
諷
」（
か
ん
な
ぎ
）
か
ら
見
れ
ば
句
句
迺
馳
（
久
久
能
遅
）
神
の
舞
で
あ
ら
う
。
久
久
能
遅
神
は
諾
冊
二
神

が
国
生
の
後
、
水
の
神
・
風
の
神
に
次
い
で
生
じ
た
木
の
神
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
久
久

4

4

は
草
木
の
立
ち
伸
び
る
さ
ま
を
い
ふ
こ
と
か

ら
萬
物
の
初
め
に
芽
生
え
出
る
貌
を
表
現
し
た
も
の
と
思
は
れ
る（

（
（

。

　

○
神
諷

　
　

1
．
木
徳
た
り
木
徳
た
り
、
木
徳
大
王
得
御
先
、
泉
よ
り
こ
そ
徳
は
玉
（
給
）
は
る
。〈

 （
胴
） お
も
し
ろ
し　

か
み
あ
そ
び（

（
（

〉
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2
．
萬
〈
ツ
〉
代
の
種
は
あ
れ
ど
も
句
句
〈
々
〉
迺
馳
を
、
親
と
定
め
し
神
の
代
と
し
れ
。〈

 （
胴
） お
も
し
ろ
し　

か
み
あ
そ
び
〉

　
　

3
．
東
方
に
明
き
塞
が
り
は
な
き
も
の
を
、（
胴
）
吾
れ
に
か
だ
せ
り
日
廻
り
の
里
。

　
　

4
．
千
早
振
る
千
歳
〈
セ
〉
の
帯
は
解
〈
ト
〉
く
に
と
か
〈
解
〉
れ
ぬ
、（
胴
）
肩
を
な
ら
べ
て
解
け
ば
と
か
る
る
。

　
　

5
．
山
の
神
育
ち
は
い
づ
こ
奥
山
。

　
　
二
．
道
祖

　

○�

解
説　

猿
田
彦
神
の
舞
で
、
東
西
南
北
に
通
ず
る
通
を
開
き
、
人
に
神
の
道
を
教
へ
る
舞
。
別
名
「
種
播
」
と
も
い
は
れ
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
「
撤
米
」
の
所
作
が
主
で
、
米
を
三
宝
に
の
せ
、
こ
の
米
を
四
方
の
神
々
と
天
の
神
に
奉
る
舞
で
あ
る
。
尚
「
初
矢
」
は
晝

神
楽
の
最
初
に
舞
は
れ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
神
楽
は
夜
神
楽
の
最
初
に
舞
は
れ
る
の
が
例
で
あ
る
。
こ
の
舞
に
は
神
諷
の
代
り
に

祝
詞
と
神
歌
が
あ
る
。

　

○
祝
詞

　
　

�

欽
上
再
拜
々
々
掛
巻
久
母
畏
〈
間
久
茂
畏
コ
〉
キ
当
社
御
祭
リ
、
御
神
樂
ノ
起
リ
ト
者
、
天
磐
戸
ノ
其
【
の
】
昔
、
八
百
萬
ノ
神
等

髙
天
ノ
原
ニ
テ
天
照
〈
ス
〉
皇
大
〈
太
〉
神
ヲ
冷
【
鎮
め
】
シ
メ
玉
【
給
】
ウ
ヨ
リ
代
々
ニ
伝
エ
来
【
っ
】
テ
宮
津
古
行
ヒ
奉
リ�

（
天
津
神
国
津
神
乎
冷
（
鎮
）
米
奉
〈
天
〉）、
天
下
泰
平
国
土
安
穏
ノ
〈
何
々
〉
御
祭
リ
事
也

　
　

�

抑
今
日
祭
リ
奉
ル
当
社
大
〈
太
〉
御
神
ハ
、
天
地
ノ
神
ト
一
躰
ニ
シ
テ
、
天
ノ
小
宮
ヲ
迂
シ
齋
イ
奉
リ
テ
、
今
日
冷
【
鎮
】
シ
メ
、

百
ノ
産
土
豊
榮
登
リ
、
諸
ノ
障
リ
ヲ
祓
イ
申
シ
、
八
百
萬
ノ
神
等
平
ケ
ク
安
ラ
ケ
ク
御
見
シ
【
ソ
ナ
ハ
シ
】
座
セ
ト
祈
リ
禱
ル
所
ナ

リ
ナ
ラ
シ
メ
玉
【
給
】
エ
ト
敬
【
っ
て
】
白
ス
。　
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注
―�

神
籬
に
向
つ
て
東
に
立
つ
て
奏
上
す
る
が
、「
…
祈
リ
禱
ル
…
」
の
所
か
ら
哥
い
な
が
ら
、
右
左
右
と
一
歩
踏
み
出
し
て
東

に
立
つ
。

　

○
神
歌

　
　

〽
物
毎
ニ
起
ル
意
ヲ
祓
ヒ
見
バ
、
何
レ
ノ
神
カ
障
リ
有
ル
ベ
キ（

（
（

　
　

〽
見
ル
モ
知
レ
ク
レ
〈
久
禮
〉
モ
御
親
ノ
二
柱
、〈

 

胴 

〉
是
レ
天
地
ノ
神
ト
言
ウ
ナ
リ（

（
（

　
　

〽
一　

此
ノ
米
ヲ
蒔
タ
ビ
毎
ニ
神
垣
ノ
、
胴
和
光
ノ
利
益
イ
ヨ
マ
サ
ル
ラ
ン

　
　

〽
二　

笹
ノ
葉
ニ
玉
ノ
湯
花
ヲ
奉
ル
、
胴
萬
ノ
神
ハ
ウ
ケ
テ
ヨ
ロ
コ
ブ

　
　

〽
三　

頼
モ
シ
ナ
是
ク
愚
〈
カ
〉
ナ
ル
浮
身
サ
エ
、
胴
御
子
ノ
胤
ト
テ
ス
メ
ル
我
ガ
国

　
　

〽
四　

神
道
ハ
千
道
百
道
道
七
つ
、
胴 
中
ナ
ル
道
ハ
神
ノ
通
【
ひ
】
路

　
　

〽
五　

久
方
ノ
天
ニ
昇
リ
シ
ム
ラ
【
群
】
雲
ノ
、
胴 

劔
ハ
今
モ
世
々
ニ
伝
ハ
ル
。

　
　
　

筆
者
注

　�『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
で
は
、
神
歌
「
〽
物
事
ニ
起
ル･･････

」、
祝
詞
「
欽
上
再
拜
々
々･

･･
･･

･

」、
神
歌
「
〽
見
ル

モ
知
レ･･････

」、
祝
詞
「
抑
今
日
祭
リ･･････

」、
神
歌
「
〽
三

　
頼
モ
シ
ナ･･････

」、
神
歌
「
〽
一

　
此
ノ
米

ヲ･･････

」、
神
歌
「
〽
二
　
笹
ノ
葉
ニ･･････

」、
神
歌
「
〽
四
　
神
道
ハ･･････

」、
神
歌
「
〽
千
早
振
る
石
の

鳥
居
に
注
連
は
り
て
、（
胴
）

今
日
よ
り
後
は
悪
魔
来
た
ら
ず
」、神
歌
「
〽
五
　
久
方
ノ･･

･･
･･

」
の
順
番
で
唱
え
て
い
る
。

神
歌
「
〽
千
早
振
る･･････

」
は
『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
で
は
じ
め
て
確
認
で
き
る
文
言
で
あ
る
。
な
お
、
現
在
も

お
お
よ
そ
こ
の
順
番
で
神
歌
を
詠
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
神
歌
「
〽
千
早
振
る･･････

」
を
歌
い
あ
げ
る
頻
度
は
低

い
よ
う
で
あ
る
。
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三
．
両
天
・
三
天
・（
四
天
）

　

○�
解
説　

祓
の
神
楽
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
全
国
的
に
見
て
念
仏
踊
に
見
る
所
が
あ
る
。
岩
手
県
の
「
鬼お

に
け
ん剣

ば
い
」
に
似
て
い
る
所
が

多
い
。
尚
「
四
天
」
は
本
吉
神
楽
会
の
み（

（1
（

。

　

○
神
諷　

な
し
。

　

○
型　

当
本
吉
神
楽
会
で
は
次
の
上
段
四
つ
の
祓
と
し
て
い
る
。
中
・
下
段
は
参
考
。

　
　

一
、
地
祓　
　
　
　
　
　
牡
鹿
大
祓　
　
　
　
　
　
　
　
気
仙
沼
外
祓

　
　
　
　

外
祓　
　
　
　
　
　
　
　

小
脇
祓　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
祓

　
　
　
　

天
祓　
　
　
　
　
　
　
　

注
連
切　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
祓

　
　
　
　

四
方
祓　
　
　
　
　
　
　

太
刀
の
ち
ら
し　
　
　
　
　
　

天
祓

　
　
　
　

最
後
は
太
刀
御
神
楽
で
舞
納
め
る
。（
ち
ら
し

4

4

4

と
な
る
）
四
方
祓

　
　
四
．
白
露
（
神
拝
）

　

○�

解
説　

天
神
七
代
地
神
五
代
の
天
神
七
代
目
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
の
二
神
が
、
天
の
浮
橋
の
上
に
立
ち
國
土
を
産
み
、
即
ち
こ
の
大

八
州
の
国
造
の
後
、
諸
の
神
様
方
を
お
産
み
に
な
る
の
体
で
あ
る
。
尚
他
地
方
で
は
「
し
ら
つ
ゆ
」
と
云
ふ
所
あ
る
も
当
地
で
は�

「
は
く
ろ
」
と
言
ふ
。

　
　
「
神
拝
」＝
ば
い

4

4

は
は
い
4

4

で
、
目
合
の
は
い
、
合
は
む
す
ぶ

4

4

4

で
あ
り
結
婚
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

注
、
こ
の
神
楽
は
当
神
楽
会
の
秘
伝
で
あ
り
、
今
は
他
地
方
で
は
絶
え
て
ゐ
る
。
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五
．
磐
戸
開

　

あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
神
楽
の
始
め
と
い
は
れ
る
も
の
。
そ
の
上
各
地
に
お
い
て
舞
れ
て
ゐ
る
し
、
南
部
神
楽
で
さ
へ

も
舞
ふ
こ
と
あ
る
程
で
何
方
も
大
同
小
異
で
あ
る
。
尚
こ
の
舞
に
は
本
吉
神
楽
は
勿
論
他
に
も
型
は
無
い
の
で
、
舞
ひ
の
順
に
従
つ
て
神

諷
を
記
し
て
置
く
。

　

先
づ
最
初
に
引
立
烏
帽
子
に
幣
を
持
つ
た
つ
け

4

4

（
知
慶
。
神
楽
の
物
語
を
解
説
す
る
存
在
）
が
出
て
舞
ひ
が
あ
り
、
そ
の
後
神
諷
。

　
　

�「
抑
神
代
ノ
昔
、天
〈
ノ
〉
岩
【
磐
】
戸
ノ
始
メ
ヲ
委
ク
尋
ヌ
ル
ニ
、素
戔
嗚
尊
、日
ノ
御
神
ノ
為
ニ
為
行
甚
悪

あ
じ
き
な

ク
〈
無
レ
状
〉
品
々

侮
リ
為
給
〈
玉
〉
ヘ
バ
、
皇
御
大
〈
太
〉
神
ハ
、
天
□
〈
ノ
〉
岩
【
磐
】
窟
ニ
入
セ
給
ヒ
〈
玉
ヘ
〉
テ
、
岩
【
磐
】
戸
ニ
〔
ヲ
〕
閉

ヂ
隠
レ
座
ス
【
せ
る
】
故
ニ
天
ガ
下
常
闇
ノ
夜
ト
ナ
ル
也
。」

　

次
に
素
戔
嗚
尊
が
現
れ
る
。
面
の
口
は
あ
い
て
ゐ
る
。
神
諷
は
、

　
　
「
天
神
七
代
地
神
五
代
、
国
津
神
ノ
始
是
也
。」

　

次
に
手
力
雄
尊
が
現
れ
て
、
そ
の
神
諷
は
次
の
如
し
。

　
　
「
高
皇
産
霊
〈
二
バ
〉
ノ
霊
〈
神
〉、
手
力
雄
ノ
荒
御
先
ト
ハ
自
ガ
コ
ト
〈
㕝
〉
ナ
リ
。」

　

次
に
、
天
宇
受
売
命
が
現
れ
る
。
ネ
リ
を
二
舞
ほ
ど
し
て
中
央
へ
座
す
。

　

次
に
つ
け

4

4

再
度
立
つ
て
、
岩
戸
前
の
安
河
原
の
会
議
か
ら
神
楽
を
奏
す
い
は
れ
を
物
語
る
。

　
　

�「
其
ノ
御
時
八
百
萬
ノ
神
等
愁
イ
悲
【
み
】
テ
、
天
ノ
安
河
原
ニ
集
リ
、
種
々
ノ
議
リ
コ
ト
〈
㕝
〉
ヲ
為
シ
給
フ
。
天
ノ
香
久
【
具
】

山
ノ
五
百
箇
眞
榊
〈
坂
樹
〉
ヲ
根
握
〈
堀
〉
ニ
シ
テ
、
磐
戸
ノ
前
ニ
立
【
て
】、
上
枝
ニ
ハ
八
瓊
ノ
五
百
箇
御
統
ノ
玉
ヲ
懸
【
け
】、

中
枝
ニ
ハ
八
咫
ノ
鏡
ヲ
カ
ケ
、
下
枝
ニ
ハ
和
幣
ヲ
カ
ケ
、
湯
ヲ
立
【
て
】、
燎
ヲ
焚
【
き
】、
常
世
ノ
長
鳴
鳥
ヲ
令
唱
【
合
唱
し
め
】、
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天
児
屋
根
命
〈
尊
〉
ハ
諄
辞
ヲ
言
ク
〈
言
ヒ
〉【
言
さ
く
】
手
力
雄
尊
ハ
岩
【
磐
】
戸
ノ
側
ニ
立
【
ち
】、
天
細
女
命
〈
尊
〉
ハ
香
具�

〈
久
〉
山
ノ
眞
榊
〈
坂
樹
〉
ヲ
以
テ
鬘
ト
ナ
シ
、
蘿
ヲ
以
テ
手
繦
ト
ナ
シ
、
笹
ノ
葉
ヲ
手
草
ト
シ
テ
、
神
懸
シ
作
俳
優
ス
、
八
百
萬

ノ
神
等
諸
共
ニ
【
夜
良
面
白
や
と
】
茅
萱
ヲ
持
〈
以
〉【
持
ち
】
テ
舞
給
〈
玉
〉
フ
。」

　

次
に
宇
受
売
命
立
つ
て
鈴
み
か
ぐ
ら

4

4

4

4

4

を
舞
ふ
。
終
つ
て

　

次
に
つ
け

4

4

三
度
立
つ
て
、
物
語
を
続
け
る
。

　
　

�「
其
御
時
天
照
大
〈
太
〉
神
ハ
何
ト
テ
是
瑣
楽
ム
哉
ト
ア
ヤ
シ
ミ
御
思
召
テ
岩
【
磐
】
戸
ヲ
開
カ
セ
給
〈
玉
〉
ヘ
バ
、
手
力
雄
尊
ハ

御
手
ヲ
給
〈
玉
〉
ハ
リ
テ
、
瑞
ノ
新
殿
ニ
遷
シ
奉
レ
ハ
、
中
津
国
モ
照
リ
耀
キ
、
八
百
萬
ノ
神
等
ヤ
【
あ
】
ラ
面
白
ヤ
ト
、
茅
萱
ヲ

振
捨
給
〈
玉
〉
フ
〈
ナ
リ
〉。」

　

次
に
手
力
雄
尊
の
荒
型
の
舞
ひ
が
あ
り
。

　
　

�「
多
根
ヲ
〈
乎
〉
麻
伎
、
シ
キ
ヲ
ス
キ
〈
志
支
多
志
〉、
磐
戸
ノ
扉
ヲ
押
開
キ
〈
乃
止
比
良
乎
打
久
多
支
〉、
今
コ
ソ
大
神
顯
レ
給
フ
〈
計

曾
大
神
顯
志
給
布
〉【
こ
そ
大
神
を
顯
し
給
ふ
】。」

　

次
に
大
神
の
出
現
、
一
同
平
伏
し
て
、

　
　

胴
「
今
マ
デ
ハ　

天
ノ
岩
戸
【
磐
屋
】
ニ
閉
ヂ
ク
【
コ
】
モ
リ　

今
ゾ
ア
ラ
ハ
ル
【
こ
そ
い
で
ま
す
】　

天
照
大
神
。」

　
　

手
力
雄
「
サ
カ
ク
ラ
ノ
声
〈
こ
え
〉
コ
ソ
コ
ゝ
ニ
聞
エ
ケ
ル　

カ
ノ
御
神
楽
ノ
音
ノ
ヨ
キ
。」

　

次
に
一
同
立
つ
て
靜
か
に
舞
ひ
、
つ
け

4

4

が
大
神
の
千
早
の
袖
を
取
つ
て
楽
屋
に
入
る
（
素
戔
嗚
尊
も
楽
屋
へ
入
る
）。

　

手
力
雄
命
残
る
。
つ
け

4

4

が
面
を
替
え
て
猿
田
彦
命
と
な
つ
て
出
て
く
る
。「
素
戔
嗚
尊
ニ
物
ヲ
申
サ
ン
。」

　

次
に

　
　

�「
其
御
時
（
後
）
八
百
萬
ノ
神
〈
等
〉
共
ニ
議
【
り
】
テ
〔
罪
ヲ
〕
素
戔
嗚
尊
ニ
帰
〈
キ
〉
シ
テ
、
根
ノ
国
ニ
【
追
い
】
祓
ハ
ン
ト
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五
部
ノ
神
方
千
座
ノ
置
座
ヲ
以
テ
責
メ
、
神
祓
【
い
】
ニ
祓
【
い
】
給
〈
玉
〉
フ
。」

　

次
に
手
力
雄
尊
と
素
戔
嗚
尊
の
せ
め

4

4

合
ひ
が
あ
り
。
素
戔
嗚
尊
が
鉾
か
ら
太
刀
ま
で
戦
い
、
太
刀
を
納
め
て
幕
に
入
る
。
手
力
雄
尊
一

し
き
り
勇
み
て
幕
と
な
る
。

　
　
六
．
叢
雲

　

此
の
神
楽
に
も
型
は
無
い
。
舞
に
従
つ
て
神
諷
を
記
す
こ
と
ゝ
す
る
。
素
戔
嗚
尊
が
簛
の
川
上
に
八
岐
大
蛇
を
退
治
し
て
叢
雲
劔
を�

取
出
す
。
舞
ひ
と
い
ふ
よ
り
劇
で
あ
る
。
手
摩
乳
と
足
摩
乳
（
足
ハ
父
、
手
ハ
母
）
が
八
岐
大
蛇
か
ら
八
番
目
の
娘
稲
田
姫
を
中
に
し
て

守
り
、
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
所
へ
素
戔
嗚
尊
が
尋
ね
て
来
て
、
こ
れ
を
救
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
神
楽
で
は
、
大
蛇
の
縫
い
ぐ
る
み
を
舞

台
の
天
井
（
大
場
＝
大
乗
）
に
吊
し
、
こ
れ
を
紐
で
操
り
、
尊
が
こ
れ
と
戦
い
、
頭
の
紐
を
切
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
見
所
は
、
父
母
の
悲
し
み

と
、
大
蛇
の
操
作
で
あ
る
。

　
　

足
摩　

�「
夫
【
れ
】
自
ハ
清
地
ノ
里
ニ
住
ム
足
摩
乳
ニ
テ
候
、然
ル
ニ
此
【
の
】
奥
、簛
ノ
川
上
ニ
八
岐
大
蛇
出
テ
【
住
み
】、山
谷
ヲ
蝙
渡�

【
っ
】
テ
人
民
〈
々
〉
ヲ
喰
盡
ス
。
今
宵
ハ
吾
カ
姫
ノ
番
ニ
〈
相
〉
当
ル
、【
い
か
に
】
手
摩
乳
、姫
ヲ
伴
ヒ
給
〈
玉
〉
ヘ
ヤ
ナ
ウ
。」

　

次
に
姫
持
物
な
く
、
胸
前
に
両
手
を
合
掌
し
、
手
摩
乳
の
後
に
付
い
て
出
る
、
手
摩
乳
は
扇
を
持
ち
、
片
手
で
姫
の
千
早
を
握
み
連
れ

立
つ
形
で
舞
台
に
出
て
一
の
座
（
面
レ
正
）
に
立
つ
、
手
摩
乳
、
足
摩
乳
共
に
姫
を
庇
ふ
仕
草
あ
り
。

　
　

足
摩　

�「
稲
田
姫
今
宵
ハ
大
蛇
ノ
餌
食
ト
成
【
や
】、
嗚
呼
等
悲
シ
ヤ
ナ
ウ
。」

　
　

手
摩　

�「
如
何
成
【
な
る
】
者
カ
親
ト
成
【
な
り
】、
子
ト
成
リ
テ
、
斯
〈
箇
〉
様
ノ
患
目
ニ
逢
【
う
】
コ
ト
〈
㕝
〉
カ
、
嗚
呼
ラ
名

残
惜
ヤ
ノ
稲
田
姫
。」
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姫　

�「
嗚
呼
等
恨
メ
シ
ヤ
情
ナ
ヤ
如
何
ニ
セ
ン
、
ア
ヽ
悲
シ
ヤ
ナ
ウ
〈
悲
耶
如
何
ニ
セ
ン
云
何
ニ
セ
ン
〉。」

　

次
に
素
戔
嗚
尊
せ
め

4

4

の
拍
子
で
舞
に
出
て
一
舞
す
る
。
そ
の
間
足
摩
乳
は
、
姫
と
手
摩
乳
を
庇
ふ
振
り
あ
り
。

　
　

素
戔　

�「
應
奴
ハ
素
戔
嗚
尊
也
、
是
ハ
何
ト
テ
嘆
キ
給
フ
ヤ
〈
是
ハ
何
爲
嘆
キ
ニ
テ
候
ゾ
ヤ
。
あ
る
い
は
此
所
爾
夜
久
良
比
乃
御
神
如

何
奈
留
事
尓
弖
如
比
奈
祁
伎
給
布
夜
〉」。

　
　
　

筆
者
注

　�『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
で
は
、
右
の
素
戔
嗚
尊
の
神
諷
は
「
應
是
ハ
素
戔
嗚
尊
也
、
や
く
ら
い
の
御
神
達
、
如
何
な
る

こ
と
に
て
斯
く
悲
し
み
給
ふ
や
。」
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

足
摩　

�「
下
官
共
ハ
足
摩
乳
、
手
摩
乳
ト
申
者
ニ
テ
候
ガ
、【
然
る
に
】
此
【
の
】
河
上
ニ
八
岐
【
の
】
大
蛇
住
【
み
】
テ
【
山
谷
を

か
け
渡
り
】
人
民
ヲ
喰
盡
シ
、
吾
ガ
子
モ
既
ニ
此
【
の
】
子
迄
、
八
少
女
ニ
及
【
び
】
テ
皆
大
蛇
ノ
餌
食
ト
爲
ル
、
今
ヲ
限

リ
ノ
別
レ
路
ニ
、
繾
倦
【
き
】
悲
ミ
ニ
泣
【
き
】
伏
給
〈
玉
〉
ウ
ナ
リ
。」

　

こ
の
間
、
大
乗
下
に
吊
し
あ
る
大
蛇
し
き
り
に
動
か
す
。
尊
こ
れ
を
見
込
み
つ
ゝ
せ
め

4

4

の
振
あ
り
て
。

　
　

尊　

�「
実
々
【
実
に
々
々
も
っ
と
も
な
り
】
此
【
の
】
奥
高
嶺
萬
天
ノ
頂
ヲ
見
上
ル
【
山
】
ニ
、
八
色
ノ
雲
□た
な
び
き□
渡
【
っ
】
テ
〈
見

得
候
程
ニ
〉、サ
ナ
ガ
ラ
常
ノ
気
色
ニ
ア
ラ
ズ
、依
テ
怪
シ
ク
思
ヒ
、始
終
ヲ
見
ン
ト
分
【
け
】
入
【
っ
】
タ
リ
。
如
何
ナ
〈
成
〉

ル
大
蛇
ニ
テ
モ
退
治
ス
也
〈
ベ
シ
〉、
依
テ
〈
テ
ハ
〉【
っ
て
】
心
安
カ
【
な
】
ル
ベ
シ
〈
キ
ヤ
ナ
ウ
〉。」

　
　

足
摩　

�「
扨
ハ
大
蛇
ヲ
退
治
〈
シ
〉
給
ハ
ヾ
〈
玉
ウ
ナ
ラ
ハ
〉、
姫
ガ
命
〈
チ
〉
助
カ
ル
ナ
リ
。
嗚
呼
等
難
レ
有
ヤ
ナ
ウ
。」

　
　

尊　

�「
應
〈
々
〉
大
蛇
ヲ
退
治
ス
ル
上
ハ
、
姫
ヲ
バ
自
ガ
后
ニ
奉
ル
ベ
キ
耶
。」

　
　

足
摩　

�「
然
バ
勅
ニ
從
【
っ
】
テ
、
姫
ヲ
后
ニ
奉
ル
ベ
シ
〈
キ
ヤ
ナ
ウ
〉。」

　
　

手
摩　

�「
嗚
呼
等
難
レ
有
ヤ
、
姫
ハ
尊
ノ
后
ト
ヤ
ナ
ウ
。」

　
　

尊　

�「
依
【
っ
】
テ
〈
而
ハ
〉
装
束
ヲ
改
メ
大
蛇
ヲ
退
治
申
サ
ン
〈
致
サ
ン
ヤ
ナ
ウ
〉。」
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次
に
足
摩
乳
と
手
摩
乳
が
退
場
し
、
少
し
置
い
て
か
ら
姫
が
大
蛇
を
見
込
み
つ
ゝ
つ
退
場
。
次
に
尊
は
大
乗
下
の
大
蛇
と
戦
ふ
。

　
　

尊　
�「

夜
久
毛
多
都
、
伊
豆
毛
夜
幣
賀
岐
、
都
麻
碁
微
爾
、
夜
幣
賀
岐
都
久
流
、
曽
能
夜
幣
賀
岐
袁
〈
夜
句
茂
多
蒐　

伊
都
茂
夜
霸

餓
岐　

蒐
□
語
昧
爾　

夜
霸
餓
枳
蒐
倶
廬　

贈
逎
夜
霸
餓
岐
遠
〉。」

　

こ
の
舞
ひ
で
は
、
豫
め
舞
台
の
天
井
、
即
ち
大
乗
の
下
か
或
は
大
乗
の
代
り
に
、
大
蛇
の
作
り
も
の
を
吊
し
、
大
蛇
の
出
に
至
る
と
平

服
の
者
が
、
是
を
紐
で
操
り
、
尊
と
戦
は
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
舞
は
今
や
当
本
吉
法
印
神
楽
以
外
で
は
見
ら
れ
な
く
な
つ
た
。
こ
ゝ
で

も
今
年
（
昭
和
四
十
二
年
旧
八
月
十
五
日
、
志
津
川
八
幡
神
社
の
祭
典
に
当
り
）、
三
十
数
年
振
り
で
復
活
し
得
た
の
で
あ
る
。

　
　
七
．
魔
王
神
璽

　

解
説　

こ
の
神
楽
に
も
型
は
無
い
の
で
舞
の
順
序
に
神
諷
を
主
と
し
て
記
録
し
、
そ
の
都
度
解
説
す
る
。

　

・�

こ
の
神
楽
は
、
素
戔
嗚
尊
が
魔
民
善
導
の
舞
で
、
国
内
的
に
は
不
良
化
防
止
で
あ
り
、
国
際
的
に
は
外
来
の
大
陸
思
想
防
止
の
戦
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

・�

つ
け
4

4

＝
ギ
リ
シ
ヤ
の
古
い
芝
居
に
も
、
こ
れ
に
似
た
ロ
ゴ
ス
と
い
ふ
の
が
あ
り
、
そ
の
芝
居
の
説
明
役
を
す
る
も
の
。

　

つ
け　

�「
夫
吾
朝
の
主
〈
シ
〉、
天
照
大
〈
太
〉
神
ハ
、
猿
田
彦
ノ
道
タ
ル
人
倫
ノ
本
源
ヲ
弘
ン
ト
如
何
程
【
幾
度
】
カ
精
誠
ヲ
ナ
シ
給

フ
處
ニ
、
魔
王
来
ツ
テ
種
々
ノ
防
ヲ
ナ
ス
。
如
何
ニ
素
戔
嗚
尊
ハ
無
キ
〈
歟
〉
ヤ
ナ
ウ
。」

　
　

尊　

�「【
応
】
コ
レ
〈
是
〉
ハ
何
事
ニ
テ
候
ヤ
ナ
ウ
〈
フ
ゾ
ヤ
〉【
や
】。」

　

つ
け　

�「
夫
我
国
ノ
神
ノ
道
ヲ
弘
〔
教
〕
ン
ト
天
照
大
〈
太
〉 〈
神
〉
精
誠
ヲ
ナ
シ
給
フ
ト
イ
エ
ド
モ
【
コ
ロ
ニ
】、
魔
王
魔
群
ヲ
引�
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卆
【
率
】
テ
幾
度
カ
来
ツ
【
た
り
】
テ
道
ニ
横
塞
カ
ル
〈
臥
ル
〉【
た
わ
る
】。
防
グ
ニ
遑
ア
ラ
ズ
。
如
何
ニ
モ
退
治
シ
給
〈
玉
〉

ヘ
ヤ
ナ
ウ
【
り
】。」

　
　

尊　
�「

大
魔
王
幾
千
萬
来
【
た
る
】
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
我
【
が
】
神
力
ヲ
以
テ
忽
ニ
退
治
ス
ベ
シ
、
喩
ヘ
バ
地
ヲ
分
【
け
】
降
ル
ト
〈
イ

エ
ド
〉
モ
退
〔
追
〕
翔
追
〈
翔
〉
退
治
申
サ
ン
〈
ス
也
〉。
何
ヨ
リ
心
安
カ
ル
可
耶
【
や
】
ナ
ウ
。」

　

つ
け　

�「
然
ラ
バ
宜
シ
ク
【
取
】
議
リ
【
ラ
イ
】 

給
〈
玉
〉
ヘ
ヤ
ナ
ウ
。」（
と
退
場
す
る
）

　
　

尊　

�「
依
【
っ
】
テ
〈
而
ハ
〉
装
束
ヲ
改
メ
、
神
拂
【
い
】
ニ
〈
尓
〉
拂
ヒ
〈
比
〉
申
サ
ン
〈
佐
牟
〉。」（
と
見
え
を
き
つ
て
入
る
）

　

こ
こ
で
鬼
子
等
登
場
。

　

次
に
胴
は
、
道
化
の
調
子
に
変
り
、
魔
王
、
鬼
子
等
（
三
人
）
出
て
、
道
化
舞
。
そ
の
舞
の
中
に
、
三
人
三
本
の
竹
を
持
つ
て
様
々
な

舞
方
を
す
る
が
、
五
請
楽
の
胴
で
三
本
の
竹
を
三
人
の
中
間
で
組
合
た
（
マ
マ
）
解
い
た
り
す
る
と
こ
ろ
は
こ
の
舞
ひ
の
一
つ
の
見
所
で
あ

り
。
岩
手
県
の
鬼
剱
ば
い
の
一
部
に
よ
く
似
て
い
る
所
で
あ
る
。

　

次
に
竹
を
拾
て
ヽ
一
舞
ひ
あ
り
。
皆
座
し
て
、
腕
・
足
座
相
撲
等
し
て
疲
れ
て
皆
そ
の
場
横
臥
す
。
胴
が
せ
め

4

4

に
変
る
。

　

次
素
戔
嗚
尊
出
現
し
て
、
戦
ふ
。
最
後
に
責
は
魔
王
を
足
の
下
に
踏
み
つ
け
、
太
刀
を
大
上
段
に
翳
し
、

　
　

尊　

�「
此
国
ハ
神
国
ナ
リ
。
幾
度
来
ツ
テ
妨
ゲ
ヲ
爲
ス
〈
ト
イ
エ
ド
〉
モ
、
吾
又
如
レ
是
。
依
テ
〈
而
〉
二
度
〈
タ
度
〉
来
テ
害
ヲ�

不
レ
為
者
、
汝
等
一
々
手
形
ヲ
出
セ
〈
セ
ヨ
〉。
然
ラ
バ
六
天
ヘ
返
ス
ベ
シ
。
如
何
ニ
〳
〵
。」

　
　
　
　

筆
者
注
　�

右
の
素
戔
嗚
尊
の
神
諷
は
、『
昭
和
六
〇
年
代
本
』で
は「
此
國
は
神
國
な
り
。
汝
等
此
國
に
来
っ
て
害
を
為
さ
ず
ん
ば
、

一
一
手
形
せ
よ
。
然
ら
ば
六
天
へ
返
す
な
り
。
如
何
に
〳
〵
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

魔
王　

�「
御
赦
免
〳
〵
。
然
ラ
バ
此
国
ヘ
【
二
度
と
来
っ
て
】
害
ヲ
ナ
サ
ズ
仍
テ
手
形
ヲ
差
〈
指
〉
上
ン
。【
御
赦
免
々
々
々
。】」



175 本吉法印神楽の継承とその神諷に関する調査報告

　
　
八
．
五
矢

　
須
佐
男
命
（
素
戔
嗚
尊
）＝
牛
頭
天
王
＝
志
賀
（
須
賀
）
神
社
の
御
祭
神
＝
お
天
王
さ
ん
の
舞
。

　

解
説�　

命
は
出
雲
地
方
を
一
応
平
定
し
て
後
、
国
土
を
遍
歴
し
た
際
、
或
る
豪
族
の
家
に
宿
を
借
り
や
う
と
し
た
が
、
断
ら
れ
て
困
つ

て
ゐ
る
と
、
一
農
民
が
進
ん
で
宿
を
お
貸
し
申
上
げ
た
。
そ
し
て
藁
を
敷
き
、
粟
の
飯
を
奉
つ
た
の
で
、
命
は
非
常
に
こ
れ
を
お

㐂
び
に
な
り
、
且
つ
慈
し
ん
で
、
種
々
の
教
へ
を
な
さ
れ
た
。
そ
（
マ
マ
）
二
、
三
を
上
げ
る
と
「
蘇
民
贖
来
子
孫
門
戸
」
と
書
い

て
門
に
立
て
置
け
ば
疫
癘
の
難
を
除
く
と
か
。
旅
立
つ
時
の
道
饗
（
今
の
餞
別
の
意
）
し
て
送
る
と
か
。
旧
六
月
の
青
田
に
青
馬

を
作
り
繋
げ
ば
、
天
王
が
乗
り
廻
つ
て
作
物
の
衆
毒
を
祓
ふ
と
い
ふ
（
今
も
佐
沼
の
お
天
王
さ
ん
で
は
キ
ウ
リ
で
青
馬
を
作
る
風

習
が
あ
る
）
こ
と
。
こ
の
神
楽
で
は
、
五
本
の
矢
で
諸
々
の
害
を
祓
ふ
意
味
を
表
現
し
て
ゐ
る
。

　

神
諷

　

天
王　

�「
再
拜
々
々
由
所
【
掛
巻
く
】
モ
我
国
初
【
っ
】
テ
後
、
二
柱
ノ
御
神
国
津
神
〈
主
〉
ヲ
生
【
ま
】
ン
ト
テ
、
一
女
三
男
ヲ
生
【
み
】

給
〈
玉
〉
ウ
。
三
男
メ
【
目
】
ノ
牛
頭
天
王
（
須
佐
男
命
）
ト
ハ
自
ガ
コ
ト
〈
㕝
〉 

也
【
な
り
】。」

と
、
一
の
座
に
控
へ
る
。

次
に
鳥
甲
の
「
今
貞
」
が
右
手
に
扇
、
左
手
に
弓
と
矢
を
持
つ
て
地
舞
一
め
ぐ
り
し
て
。

　

今
貞　

�「
再
拜
々
々
【
と
】
敬
テ
白
【
す
】、
夫
吾
ガ
君
牛
頭
天
王
（
須
佐
男
命
）
ノ
臣
ニ
今
貞
ト
ハ
自
ガ
㕝
【
こ
と
】
ナ
リ
。
夫
【
そ

れ
】
天
王
ハ
神
ノ
御
代
ヨ
リ
以
来
、
根
ノ
国
足
立
国
迄
久
敷
【
ま
で
久
し
く
】
経
歴
座
シ
ケ
ル
。
或
時
日
暮
【
れ
】
テ
巨
旦
ニ

宿
ヲ
乞
【
は
】
セ
給
ヘ
バ
、
不
仁
ニ
シ
テ
不
レ
奉
レ
貸
、
蘇
民
ハ
貧
ウ
シ
テ
奉
二
宿
貸
一。
粟
藁
ヲ
敷
キ
粟
ノ
飯
ヲ
奉
レ
バ
、
天
王

大
イ
ニ
慈
【
し
】
ミ
給
イ
、種
々
ノ
教
ヲ
為
シ
給
〈
玉
〉
ウ
。
蘇
民
將
来
子
孫
門
戸
ト
書
【
き
】、門
ニ
立
置
バ
【
立
て
置
け
ば
】

疫
癘
【
の
難
】
ヲ
除
ク
ベ
シ
。
又
境
ヲ
越
ン
ト
思
フ
時
ハ
、
榊
ニ
四
手
ヲ
カ
ケ
、
道
饗
〈
道
拍
手
〉
シ
テ
送
ル
ベ
シ
。
又
六
月
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ニ
至
【
っ
】
テ
青
馬
ヲ
造
【
作
】
リ
、
田
畠
ニ
□
バ
〈
繁
ハ
〉【
繋
ぎ
お
け
ば
】、
天
王
乗
廻
【
っ
】
テ
作
物
ノ
衆
毒
ヲ
祓
給�

〈
玉
〉
フ
今
ノ
世
迄
伝
ヘ
来
【
っ
】
テ
神
代
ノ
古
事
也
【
な
り
】。」

　
　

胴　
�「

笠
召
君
、
笠
召
君
、
相
笠
召
〈
セ
〉
笠
召
君
、
相
笠
ノ
取
次
取
斗
ハ
吾
コ
ソ
脱
カ
、
神
ノ
子
ナ
レ
バ
。」

　
　

今
貞　

�「
弓
取
レ
君
」　　

　
　

天
王　

�「
箭
取
レ
今
貞
」　

こ
の
神
諷
は
今
は
胴
方
で
唱
へ
て
ゐ
る
と
本
吉
法
印
神
楽
で
は
い
ふ
。

次
に
又
か
ぐ
ら
の
胴
で
矢
を
五
方
に
射
放
つ
。

　
　

天
王　

�「
此
所
ニ
来
ル
マ
ジ
キ
者
鬼
神
魔
王
飢
渇
ノ
難
、
疫
癘
ノ
難
、
自
ラ
〈
カ
〉 【
五
行
の
】
矢
一
ツ
ニ
テ
射
祓
【
っ
】
タ
リ
。
矢

ツ
ボ
印
〈
取
リ
〉
シ
タ
カ
今
貞
」

　
　

今
貞　

�「
應
速
ニ
執
ツ
テ
、
訖
度
験
シ
テ
参
リ
タ
リ
。
我
君
御
弓
ノ
疲
レ
モ
御
座
ス
ラ
ン
、
御
酒
一
ツ
進
メ
バ
ヤ
ト
存
ジ
候
」

　
　

天
王　

�「
杯
ノ
塵
ヲ
取
タ
カ
今
貞
」

　
　

今
貞　

�「
應
速
ニ
取
【
っ
】
テ
参
リ
タ
リ
」

次
に
今
貞
は
天
王
に
杯
を
献
じ
、
こ
れ
に
御
神
酒
を
三
度
に
注
ぐ
、
そ
れ
で
両
手
を
突
き

　
　

今
貞　

�「
龍
宮
ノ
中
ノ
瓶
ナ
ル
辛
御
酒
、
鑑
【
燗
】
試
ミ
テ
君
ニ
参
ラ
ス
」
新
に
又
二
度
杯
を
満
し
て
、

　
　

今
貞　

�「
西
ノ
海
其
浦
々
ノ
悦
昆
布
〈
與
呂
昆
布
ヲ
〉、
汐
試
ミ
テ
君
ニ
参
ラ
ス
」

　
　

天
王
・
今
貞　

�「
千
早
振
留
石
乃
鳥
井
尓
注
連
張
里
弖
今
日
與
里
後
波
阿
久
麻
【
悪
魔
】
来
良
受
〈
牟
〉」＝
最
後
に
次
の
神
諷
に
参
る
の
で
あ
る
が
、

今
は
変
つ
て
い
る
。

　
　

天
王　

�「
此
【
の
】
弓
ハ
何
其
ノ
弓
ト
人
問
ハ
バ
悪
魔
ヲ
攘
フ
桑
ノ
弓
ト
ゾ
」

���
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九
．
鬼
門

　

解
説�　

素
戔
嗚
尊
、
諸
国
を
行
廻
り
給
ふ
時
、
魔
王
（
五
矢
の
時
の
今
貞
の
神
諷
中
に
あ
る
巨
旦
）
の
門
戸
を
破
り
諸
魔
を
悉
く
退
治

す
る
体
の
舞
で
、
各
地
方
の
神
楽
共
秘
伝
と
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
他
地
方
の
も
の
は
相
当
型
崩
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
当

本
吉
の
も
の
は
今
尚
完
全
な
も
の
で
残
つ
て
居
る
こ
と
は
㐂
ば
し
い
。
尚
こ
の
神
楽
に
は
神
諷
は
無
く
、
型
本
は
や
は
り
当
神
楽

会
の
も
の
の
み
が
残
つ
て
ゐ
る
の
で
、
前
同
様
記
録
し
て
置
く（

（1
（

。

　
　
十
．
日
本
武

　

・�

解
説　

天
叢
雲
剱
を
熱
田
宮
に
齋
祀
つ
た
の
に
、
山
の
悪
気
が
少
女
に
変
化
し
て
命
に
仇
し
や
う
と
し
て
、
彼
の
宝
剱
を
霞
取
つ
た

の
で
、
こ
れ
を
退
治
し
て
、
そ
の
宝
剱
を
取
返
し
給
ふ
の
体
。
こ
の
舞
だ
け
が
人
代
の
事
を
素
材
に
し
て
ゐ
る
の
が
不
思
議
で
あ
る
。

尚
此
の
種
の
女
人
が
邪
気
に
変
ず
る
神
楽
は
、
南
部
神
楽
や
、
山
伏
神
楽
に
も
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
等
と
の
交
流
が
あ
つ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
は
れ
る
。

　

・
神
歌　

森
遠
ク
譬
ヒ
山
路
ヲ
隔
ト
モ　

思
ヒ
ヲ
残
セ
吾
モ
シ
ノ
ブ
ニ

　
　
　
　
　

花
サ
カ
バ
故
郷
ヘ
帰
ル
梅
ノ
花　

モ
ノ
憂
里
ニ
散
ノ
ヲ
シ
サ
ヨ　
（
気
仙
沼
神
哥
本
「
日
本
武
」）

　

・
神
諷

　

ネ
リ
調
子
で
岩
永
姫
出
る
。
四
方
切
り
か
ら
三
の
足
ま
で
舞
い
、
扇
を
開
い
て
ひ
と
舞
し
て
神
諷
に
入
る
。

　
　
　

姫　

�「
自
ハ
此
里
ニ
住
ム
【
大
山
津
見
の
神
の
息
女
】
岩
永
姫
ト
申
者
ニ
テ
候
【
す
な
り
】。
然
ル
ニ
皇
ノ
大
御
神
、
御
秘
ノ�
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八
咫
作
ノ
御
身
影
、
邪
鬼
魍
魎
ヲ
退
ケ
身
ノ
守
護
神
ト
成
セ
【
り
】
給
フ
ト
カ
ヤ
【
よ
】、
是
ヨ
リ
拜
シ
奉
ラ
ン
ヤ
ナ
ウ
。」

　
　
　
　
　

筆
者
注

　�『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
で
は
、
右
の
岩
永
姫
の
神
諷
は
「
自
ハ
此
ノ
里
邉
ニ
住
タ
ル
少
女
ニ
テ
候
ガ
西
ノ
八
咫

作
ノ
御
神
影
邪
鬼
魍
魎
ヲ
退
ケ
、
身
ノ
守
護
神
ト
成
玉
フ
ト
ヤ
、
畏
（
モ
ッ
タ
イ
ナ
ク
）
モ
是
ヨ
リ
拜
シ
奉
ン
ヤ

ナ
ウ
」
と
な
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
冒
頭
が
「
應
自
良
波

大
山
祗
乃

息
女
岩
永
姫
」
と
な
る
。

　
　
　

姫　

�「
嗚
呼
等
情
ナ
ヤ
、
吾
ハ
元
ヨ
リ
〈
来
〉
邪
鬼
悪
業
ノ
身
、〈
、
身
ヲ
〉
包
【
む
】
ト
ス
レ
ド
神
鏡
ニ
影
ア
リ
、
忽
チ
邪
者
ト

〈
異
形
あ
る
い
は
邪
者
止
〉 

現
〈
顕
〉
レ
タ
リ
【
給
ふ
や
】。」

　
　
　

姫　

�「（
早
口
に
）
自
ハ
実
ノ
岩
永
姫
〔
應
吾
婆
元
来
岩
永
姫
〕〈
應
寔
ノ
少
女
〉
ニ
ア
ラ
ズ
、
吾
ハ
是
八
重
ノ
墻
合
〈
潮
相
〉
ニ�

住
〈
隠
レ
居
〉【
隠
れ
い
る
】
悪
鬼
ナ
リ
。
彼
ノ
宝
剱
ヲ
盗
【
み
】
取
リ
、
尊
ヘ
仇
ヲ
ナ
サ
ン
タ
メ
是
ク
化
現
セ
リ
。」

　
　

と
姫
が
宝
剱
を
取
つ
て
入
り
。
後
尊
現
れ
て
、

　
　
　

尊　

�「
奴
【
自
】
ハ
日
本
〈
大
日
〉
武
尊
〈
是
〉
也
。
然
ル
ニ
素
戔
嗚
尊
一
歳
【
一
歳
素
戔
嗚
尊
】
出
雲
国
ニ
至
リ
〈
テ
〉
簛
ノ

川
上
ニ
於
テ
、
八
岐
【
の
】
大
蛇
ヲ
平
ラ
ゲ
シ
〔
退
治
シ
〕
時
、
大
蛇
ノ
尾
ノ
先
ヨ
リ
〈
為
〉
執
【
り
】
給
〈
玉
〉
フ
叢
雲

ノ
剱
、熱
田
ノ
宮
ニ
奉
納
セ
リ
。
然
ル
ニ
【
彼
の
】
悪
鬼
女
ト
変
ジ
、彼
【
の
】
宝
剱
ヲ
盗
〈
奪
〉【
盗
み
】
取
リ
、吾
〔
尊
〕

ヘ
仇
〈
怨
〉
ヲ
爲
〈
為
作
〉【
為
さ
】
ン
ト
ス
、
依
テ
〈
依
而
〉【
依
っ
て
】【
自
も
】
装
束
ヲ
改
メ
、
彼
ノ
宝
剱
ヲ
取
返
サ

ン
ト
存
候
〈
宝
劔
ヲ
取
返
シ
申
サ
ン
ヤ
、
あ
る
い
は
彼
乃
宝
劔
乎
取
返
佐
牟
止
存
候
〉【
彼
の
宝
剣
を
取
戻
さ
ん
と
存
じ
候
】。」

　
　

注
―�

此
の
神
楽
で
姫
か
ら
悪
鬼
と
な
つ
て
尊
と
戦
ふ
時
の
面
は
化
面
を
付
け
る
の
で
あ
る
が
、
今
前
の
如
き
化
面
が
無
く
な
り
般
若
面

を
使
用
し
て
い
る
。
緋
袴
の
股
立
を
と
り
、
宝
剱
を
背
に
さ
し
、
赤
の
千
早
を
鉾
と
扇
と
の
上
に
か
け
、
こ
れ
を
高
く
か
ざ
し
て

小
き
ざ
み
の
早
足
で
つ
ゝ
つ
と
出
で
一
舞
ひ
し
て
、
千
早
を
尊
に
投
げ
か
け
て
、
戦
に
入
る
の
が
他
の
舞
ひ
と
異
る
所
で
あ
る
。
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十
一
．
作
々
結

　

・�
解
説　

伊
弉
諾
、
伊
弉
冊
夫
婦
二
神
の
黄
泉
比
良
坂
に
お
け
る
爭
い
を
表
現
し
た
神
楽
で
あ
る
。
そ
の
爭
い
と
は
。
こ
の
二
神
が
天

の
浮
橋
の
上
に
立
つ
て
、
天
の
瓊
矛
を
以
て
海
原
を
探
り
ま
し
た
ら
、
矛
の
先
よ
り
垂
落
ち
た
潮
が
結
ん
で
一
つ
の
島
と
な
る
。
こ

れ
が
淤
能
碁
呂
島
で
あ
り
。
二
神
は
こ
の
島
に
天
降
つ
て
、
八
尋
の
殿
を
造
り
、
天
の
御
柱
を
廻
つ
て
八
州
の
国
産
み
を
さ
れ
、
主

権
者
と
な
る
三
神
を
産
ん
だ
の
で
あ
る
（
天
照
皇
大
神
、
月
読
尊
、
素
戔
嗚
尊
…
国
産
の
前
に
淡
路
島
と
蛭
子
命
を
産
ん
で
ゐ
る
が
、

結
婚
の
順
序
を
誤
つ
た
の
で
正
式
の
お
子
様
の
中
に
数
え
ら
れ
な
い
）
そ
の
後
も
諸
々
神
々
を
産
み
、
最
後
に
迦
具
槌
神
（
火
の

神
）
を
産
ん
だ
た
め
に
身
を
焼
か
れ
て
伊
弉
冊
尊
は
黄
泉
国
に
み
ま
か
る
（
神
避
）
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
御
主
人
の
伊
弉
諾
尊
は

こ
れ
を
悲
し
ん
で
、
追
か
け
て
行
き
ま
し
た
が
、
黄
泉
比
良
坂
（
此
の
世
と
黄
泉
の
境
＝
墓
の
入
口
）
と
い
ふ
所
で
入
ら
ふ
と
す
る
、

入
れ
ま
い
と
す
る
し
て
相
爭
ふ
の
で
あ
る
。
冊
の
神
は
「
こ
の
国
の
人
民
を
日
に
千
人
づ
ヽ
喰
ひ
殺
し
ま
す
ぞ
」
と
云
へ
ば
諾
神
は�

「
そ
れ
な
ら
ば
日
に
千
五
百
人
づ
ヽ
産
れ
る
や
う
に
す
る
」
と
い
ふ
て
爭
ひ
遂
に
追
ひ
返
さ
れ
る
の
で
す
が
、
最
後
に
は
夫
婦
の
愛

情
か
ら
発
し
た
こ
と
な
の
で「
人
知
ら
で
肌
衣
に
結
ぶ
岩
田
帯
心
づ
く
し
の
人
を
待
つ
ら
ん
。」と
云
ふ
て
戦
い
を
止
め
る
の
で
あ
る
。

尚
、
結
極
（
マ
マ
）
一
日
五
百
人
づ
ヽ
増
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
日
本
人
の
こ
と
を
「
天
の
益
人
」
と
呼
ぶ
の
は
こ
の
爲
か
。

　
　
　
　

作
々
結

　
　

一
、�

夫
【
れ
】
天
神
七
代
目
、
伊
弉
諾
、
伊
弉
冊
ノ
尊
、
国
土
ヲ
生
【
ま
】
ン
ト
テ
天
ノ
浮
橋
ノ
上
ニ
立
テ
【
チ
】、
天
ノ
瓊
矛
ヲ
以�

【
て
】
海
原
ヲ
探
リ
玉
【
給
】
ウ
時
、矛
ノ
鋒
【
先
】
ヨ
リ
垂
【
り
】
落
【
ち
し
】
潮
結
【
び
】
テ
一
ツ
ノ
嶋
ト
ナ
ル
。
磤
馭
【
磤

能
碁
呂
】
島
是
【
れ
】
也

　
　
　
　
　

筆
者
注
　『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
で
は
、
右
の
神
諷
の
直
後
に
次
の
尊
の
神
諷
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
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尊
　�「
然
る
に
こ
の
島
に
悪
鬼
住
み
、
胴
は
一
つ
頭
は
五
つ
、
此
れ
を
名
付
け
て
五
鬼
大
人
と
称
す
。
両
眼
の
耀
く
こ

と
日
月
の
如
し
、
人
民
を
喰
盡
し
悩
ま
す
こ
と
夥
し
、
依
っ
て
自
ら
も
装
束
を
改
め
、
彼
の
悪
鬼
を
退
治
申
さ
ん
。」

　
　

一
、�
其
御
時
二
柱
ノ
御
神
、
此
ノ
島
ニ
天
降
、
八
尋
ノ
殿
造
リ
、
天
ノ
御
柱
ヲ
立
、
爲
夫
婦
シ
テ
、
肌
衣
ニ
岩
田
帯
ヲ
結
ビ
、
国
土

萬
物
ヲ
生
ミ
給
フ
也
〈
生
也
〉

　
　
　
　

人
知
ラ
テ　

肌
衣
ニ
結
ブ
岩
田
帯　

心
ツ
ク
シ
ノ
人
ヲ
マ
〈
モ
〉
ツ
ラ
ン

　
　

一
、�

其
御
時
二
柱
ノ
神
言
ク
、
天
カ
下
ノ
主
ヲ
生
ン
ト
議
シ
玉
ヘ
テ
、
即
大
日
霊
尊
ヲ
生
玉
フ
。
是
国
津
主
ノ
始
也

　
　

一
、� （
荒
）
只
今
大
神
生
出
玉
ウ
〳
〵

　
　

一
、�

天
照
皇
大
〈
太
〉
神
ト
齋
奉
リ
テ
、
国
津
神
ノ
始
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
慶
一
人　
　
　

太
神
一
人　
　
　

責
二
人

　
　
十
二
．
宇
賀

　

解
説�　

宇
気
母
知
神（
宇
迦
之
御
魂
）の
舞
。
う
か
4

4

は
清
浄
な
食
物
の
こ
と
で
米
を
意
味
す
る
。
こ
の
神
様
は
歳
神
様
の
御
兄
弟
で
あ
り
、

お
稲
荷
さ
ん
の
御
祭
神
で
あ
る
。
こ
の
舞
は
、
宇
気
母
知
の
神
様
が
稲
を
作
る
動
作
を
仕
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
邪
魔

す
る
魔
王
が
現
れ
、
こ
れ
を
素
戔
嗚
尊
が
退
治
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
舞
の
中
で
、
前
舞
姫
の
舞
（
宇
迦
之
御
霊
）
の
際
に
、
魔

王
が
出
て
き
て
、
姫
の
持
つ
て
ゐ
る
玉
を
う
ば
お
う
と
す
る
所
が
あ
る
。
こ
れ
は
お
稲
荷
さ
ん
と
狐
と
の
関
係
で
あ
つ
て
、
狐
は

お
稲
荷
様
の
眷
族
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
眷
族
信
仰
で
、
狐
が
お
稲
荷
さ
ん
だ
と
間
違
つ
た
見
方
を
（
マ
マ
）
人
が
案
外
多
い
の
で
あ

る
。
尚
こ
の
舞
に
は
型
も
神
諷
も
記
録
と
し
て
は
何
処
の
神
楽
に
も
無
い
、
と
同
時
に
（
マ
マ
）
の
舞
ひ
は
何
処
で
で
も
舞
は
れ
て

ゐ
る
舞
で
は
な
い
。
当
神
楽
会
で
も
、
舞
ふ
人
に
依
つ
て
多
少
違
う
の
で
、
或
る
部
分
は
口
伝
、
或
る
部
分
は
見
ま
ね
で
覚
え
る�
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の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
舞
手
が
苗
代
作
り
か
ら
稲
刈
が
済
み
、
お
田
ノ
神
様
に
感
謝
の
お
祭
を
す
る
迄
の
過
程
を
所
作
で
表
現

は
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
ち
ょ
い
〳
〵
胴
に
物
語
り
か
け
る
。
そ
れ
も
そ
の
舞
手
が
、
そ
の
都
度
、
そ
の
時
そ
の
場
で
創
作

し
て
話
か
け
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
神
諷
が
定
め
ら
れ
て
な
い
の
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
　
十
三
．
蛭
子

（
（1
（

　

西
の
宮
の
舞
と
も
い
ふ
。
天
照
皇
大
神
の
御
兄
弟
で
、
五
体
が
か
た
ま
ら
な
い
（
蛭
子
）
の
で
海
に
捨
て
ら
れ
た
神
様
で
あ
る
が
、
海

上
守
護
の
神
様
と
な
る
。
舞
も
神
諷
も
美
し
く
且
つ
哀
れ
で
あ
る
。
次
に
神
諷
の
解
釈
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
舞
の
解
説
に
な
る
と

思
ひ
次
に
誌
す
。

　
　

一
、�

あ
れ
に
見
え
る
雲
の
む
か
う
乃
山
の
端
に
、
雪
は
五
色
に
見
え
る
わ
い
。

　
　

二
、�

あ
れ
に
見
え
る
山
の
林
の
白
雪
は
、
春
を
限
り
と
待
つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
ふ
が
、
私
の
鬚
の
白
い
の
は
何
時
を
限
り
と
待
つ
の
で

あ
ら
ふ
か
。

　
　

三
、�

花
の
咲
い
て
ゐ
る
麓
へ
の
路
を
知
る
べ
に
し
て
、
吉
野
の
山
を
出
ま
し
や
う
。

　
　

四
、�

五
十
島
や
八
十
島
と
沢
山
の
島
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
ま
は
り
の
海
は
豊
で
、
浪
風
も
靜
か
に
見
え
る
船
路
に
棹
さ
し
て
舟
を

こ
ぎ
出
た
。

　
　

五
、�

こ
の
西
の
海
の
そ
の
浦
々
に
往
馴
れ
て
、
共
に
年
と
つ
た
松
に
腰
か
け
て
、
四
方
の
景
色
を
な
が
め
な
が
ら
釣
糸
を
垂
れ
ま
し

や
う
。
―
こ
こ
で
鯛
コ
釣
り
の
赤
面
コ
が
出
て
来
る
。―

　
　

六
、�

胴　

こ
ん
な
に
い
ヽ
海
に
釣
し
て
い
ら
つ
し
や
る
神
様
は
ど
な
た
で
し
や
う
か
。
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私
の
事
で
す
か
。

　
　
　
　

胴　

さ
う
で
す
。

　
　
　
　
　

�

さ
て
、
私
は
、
西
の
宮
に
千
萬
年
も
住
馴
れ
た
翁
で
す
。
額
に
は
四
海
の
浪
の
や
う
な
し
わ
を
寄
せ
、
腰
は
弦
の
な
い
弓
の

や
う
に
ま
が
り
。
神
様
方
に
は
和
光
同
塵
の
誓
を
申
し
上
げ
、
佛
様
に
は
随
縁
利
生
を
語
合
つ
て
ゐ
る
者
で
す
。
こ
ち
ら
こ

そ
、
彼
方
の
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
。

　
　

七
、�

胴　

西
の
宮
に
住
ん
で
居
る
な
ら
、
西
の
宮
の
由
来
を
お
話
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

�

抑
も
西
の
宮
と
申
し
ま
す
の
は
、
天
照
大
神
の
御
兄
弟
の
蛭
子
の
神
と
申
し
ま
し
て
、
三
歳
ま
で
足
が
立
な
か
つ
た
の
で
、

天
の
磐
櫲
樟
舟
に
乗
せ
ら
れ
て
、
海
原
に
流
さ
れ
た
の
で
す
。
父
母
神
様
方
は
ど
ん
な
に
か
哀
れ
に
思
は
れ
た
こ
と
で
し
や

う
か
。
三
歳
に
な
つ
て
も
足
が
立
た
な
か
つ
た
ん
で
す
も
の
、
そ
し
て
又
非
常
に
憐
み
の
深
か
つ
た
こ
と
は
、
こ
の
広
い
海

原
を
私
に
譲
つ
て
下
さ
つ
た
こ
と
は
、
今
も
つ
く
〳
〵
と
有
難
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
で
す
か
ら
私
は
海
上
擁
護
を
お
誓
ひ

す
る
と
共
に
、
五
穀
豊
穣
四
海
泰
平
を
祈
り
な
が
ら
、
舟
に
帆
を
揚
げ
て
、
西
の
宮
へ
と
急
い
で
参
り
ま
す
。
…
…
退
場
。

　
　
　
　

�

こ
の
後
蛭
子
の
釣
つ
た
詞
を
赤
面
コ
か
ら
買
う
。
出
買
の
道
化
が
出
て
来
て
、
商
賣
の
か
け
引
き
を
し
、
シ
ヤ
ン
シ
ヤ
ン
シ
ヤ

ン
と
手
じ
め
を
し
て
幕
と
な
る
。

　
　
　
　

〽
咹
ニ
見
ヘ
ケ
ル
〳
　〵

雲
ノ
見
越
ノ
山
ノ
端
ニ
雪
ハ
五
色
ニ
見
ヘ
ニ
ケ
ル
。

　
　
　
　

〽
咹
ニ
見
ヘ
ケ
ル
〳
　〵

嶽
ガ
【
の
】
林
ノ
白
雪
ハ
、
春
ヲ
限
リ
ト
待
ル
ベ
シ
。

　
　
　
　
　

吾
等
ガ
鬚
ノ
白
キ
ノ
ハ
、
何
時
ヲ
量
リ
ニ
待
ツ
ル
ラ
ン
〈
量
リ
ニ
待
ル
カ
ナ
、
あ
る
い
は
量
天
待
津
留
良
牟
〉。

　
　
　
　

〽
花
ノ
麓
路
ヲ
知
縁
ニ
【
と
】
テ
〳
　〵

吉
野
ノ
奥
ヲ
ゾ
出
ニ
ケ
リ
。
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〽�

五
十
島
ヤ
八
十
島
ヤ　

幾
島
翔
【
け
】
テ
船
人
ノ　

四
海
豊
ニ
浪
風
モ
靜
ニ
見
ユ
ル
船
路
ト
テ　

舟
ニ
棹
【
差
】
シ
出
ニ
ケ

ル
〈
リ
〉。

　
　
　
　

〽�
西
ノ
海
、
其
浦
〈
島
〉
々
ニ
往
馴
【
れ
】
シ
、
共
ニ
歳
フ
【
へ
】
ル
老
松
ニ
腰
寄
セ
カ
ケ
テ
打
詠
【
眺
】
メ
、
卒
急
釣
ヲ
垂

【
れ
】
玉
【
給
】
フ
。

　
　
　
　

胴　

�「
彼
程
貴
キ
ミ
タ
ラ
シ
ニ
何
ト
テ
釣
ヲ
シ
玉
【
給
】
ウ
ゾ
、
如
何
成
御
神
ニ
テ
マ
シ
マ
ス
【
ヤ
】」

　
　
　
　

翁　

�「〈
禮
〉【
さ
て
】
此
方
ノ
事
ニ
候
カ
【
を
の
た
ま
ふ
か
】。」

　
　
　
　

胴　

�「
サ
ン
候
」

　
　
　
　

翁　

�「
偖
自
ト
申
ハ
、抑
西
宮
ニ
萬
世
久
敷【
く
】往
馴【
れ
】タ
ル
翁
ナ
リ
。
額
ニ
四
海
ノ
浪
ヲ
畳
ミ
、腰
ニ
弦
ナ
キ
弓
ヲ
張【
り
】、

神
ニ
逢
テ
ハ
和
光
同
塵
ノ
誓
イ
言
、
佛
ニ
会
シ
テ
ハ
随
縁
利
生
ノ
物
語
リ
、
此
方
コ
ソ
彼
方
ノ
コ
ト
〈
㕝
〉
ヲ
知
ラ
ザ
ル

ナ
リ
。」

　
　
　
　

胴　

�「
西
ノ
宮
ニ
久
シ
【
敷
】
ク
住
玉
【
給
】
バ
〈
ヽ
〉、
西
ノ
宮
ノ
由
来
ヲ
御
物
語
リ
シ
玉
ヘ
〈
玉
イ
ヤ
ナ
ウ
〉【
玉
へ
や
】。」

　
　
　
　

翁　

�「
抑
西
ノ
宮
ノ
由
来
ト
者
、
二
神
三
郎
蛭
兒
ノ
神
兒
ト
テ
、
三
歳
迄
ハ
足
立
タ
ズ
【
し
て
】、
故
ニ
、
磐
櫲
樟
舟
【
天
の
磐

樟
舟
】
ニ
乗
セ
ラ
レ
テ
、【
大
】
海
原
ニ
放
サ
レ
玉
【
給
】
フ
【
は
自
な
り
】。
父
母
ハ
如
何
ニ
哀
【
れ
】
ト
思
〔
フ
〕
ラ

ン
。
三
歳
ニ
ナ
レ
ド
足
タ
タ
ズ
シ
テ
憐
ミ
ノ
深
キ
千
尋
ノ
海
原
ヲ
譲
リ
得
【
ん
】
ト
ヤ
今
モ
知
ル
ベ
シ
。
依
而
【
っ
て
】
海
上

擁
護
ノ
誓
イ
タ
リ
元
来
土
【
も
と
よ
り
釣
魚
】
ノ
徳
タ
ル
故
、
五
穀
ノ
熟
【
実
り
】
ハ
猶
守
リ
風
雨
ノ
荒
キ
〈
シ
〉
モ
靜

メ
ツ
ヽ
、【
商
売
繁
盛
当
浜
大
漁
】
四
海
泰
平
【
舟
に
】
帆
ヲ
揚
テ
【
げ
】、
西
ノ
宮
ヘ
ト
〈
ゾ
〉
急
グ
也
【
な
り
】。」
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十
四
．
鈎
弓（
（1
（

　
あ
ま
り
に
も
有
名
な
海
幸
彦
、
山
幸
彦
の
舞
で
あ
り
、
解
説
を
要
し
な
い
も
の
と
思
ふ
。

○
鈎
弓
神
語

　
　

彦
火
火　

�「
應
自
良
波
彦
火
々
出
見
命
奈
里
兄
火
乃
闌
降
【
照
命
】
乃
持
多
留
釣
針
乎
自
良
尓
貸
給
比
【
ヘ
】
魚
乎
釣
里
楽
美
申
佐
牟
」

　
　
　

闌
降　

�「
應
自
良
波
火
乃
闌
降〈
乃
闌
降
乃
〉【
照
】命
奈
里
彦
火
々
出
見
乃〈
能
〉【
命
の
】持【
ち
】多
留
弓
矢
乎
吾
尓
貸
給
比【
ヘ
】
小
多
加
賀
里
乎
須【
し
】

楽
【
し
】
美
申
佐
牟
」

　
　
　

闌
降　

�「
應
彦
火
々
出
見
〈
乃
〉
命
與
里
借
〈
貸
〉
里
多
留
弓
矢
乎
以
弖
小
多
加
賀
里
□
□
〈
狩
乎
〉 

須
【
し
】
楽
【
し
】
美
申
左
牟
」

　
　

彦
火
火　

�「
應
兄
命
〈
尊
〉
與
里
借
〈
貸
〉
里
多
留
釣
針
乎
以
弖
魚
乎
釣
里
楽
美
申
左
牟
」

　
　

彦
火
火　

�「
應
兄
命
〈
尊
〉
與
里
借
〈
加
里
〉【
借
り
】
多
留
釣
針
乎
以
弖
魚
乎
釣
里
楽
美
給
比
【
ヘ
】
婆
魚
尓
釣
針
乎
取
良
礼
如
何
止
志
弖
兄
命
辺
〈
尊
比
〉

伊
々
波
祁
【
伊
々
波
気
】
須
閉
伎
夜
乃
布
」

　
　
　

闌
降　

�「
應
彦
火
々
出
見
〈
乃
〉
命
尓
物
申
左
〈
佐
〉
牟
」

　
　

彦
火
火　

�「
應
此
礼
波
何
事
尓
弖
候
布
夜
」

　
　
　

闌
降　

�「
應
彦
火
々
出
見
命
與
里
借
〈
貸
里
〉【
借
り
】
多
留
弓
矢
乎
今
返
〈
貸
〉
須
也
【
な
り
】。
然
【
し
か
】
止
受
【
り
】
取
給
比
【
ヘ
】
夜
」

　
　

彦
火
火　

�「
應
兄
命
〈
尊
〉
與
里
借
〈
貸
里
〉【
借
り
】
多
留
釣
【
針
】
乎
只
今
返
須
〈
志
〉
奈
里
然
【
し
か
】
止
受
取
【
り
】
給
比
【
へ
】
夜
」

　
　
　

闌
降　

�「
應
如
何
尓
彦
火
々
出
見
命
、
此
鈎
〈
釣
〉【
の
針
】
波
吾
【
が
】
造
志
釣
針
尓
非
【
悲
】
良
受
吾
【
が
】
造
利
志
鈎
〈
釣
〉【
針
】

乎
以
弖
〈
天
〉
返
志
給
比
【
ヘ
】
夜
」

　
　

塩
筒
男　

�「
應
自
良
波
塩
筒
〈
鹽
火
〉
男
命
奈
里
天
皇
能
御
神
如
何
奈
留
事
尓
弖
如
此
【
斯
く
】
悲
【
し
】
美
給
布
夜
」

　
　

彦
火
火　

�「
應
自
良
波
彦
火
々
出
見
命
也
【
な
り
】。
兄
火
闌
降
〈
乃
闌
降
乃
〉【
照
】
命
与
里
釣
【
針
】
乎
借
〈
貸
〉
利
魚
乎
釣
里
楽
【
し
】
美

給
比
【
ヘ
】
婆
魚
尓
鈎
〈
釣
〉【
針
】
乎
捕
【
ら
】
礼
失
【
ひ
】
多
留
故
、
如
此
悲
【
し
】
美
給
布
也
〈
夜
〉【
な
り
】」
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塩
筒
男　

�「
應
偖
弖
波
左
様
尓
候
加
、
鈎
〈
釣
〉【
釣
針
】
乎
御
尋
奈
良
波
龍
宮
之
〈
乃
〉
息
女
豊
玉
姫
尓
御
尋
奈
礼
婆
【
候
は
ば
】 

鈎
〈
釣
〉【
針
】

波
御
手
尓
入
程
尓
早
夜
龍
宮
閉
入
世
給
比
【
ヘ
】
夜
能
布
」

　
　

彦
火
火　

�「
應
龍
宮
尓
渡
留
尓
波
如
何
志
弖
〈
天
〉
渡
留
閉
伎
夜
乃
布

　
　

塩
筒
男　

�「
應
龍
宮
尓
渡
留
尓
波
眞
奈
志
加
津
眞
【（
無
間
勝
間
）】
乃
御
船
尓
御
乗
里
早
□
〈
夜
〉
龍
宮
閉
〈
比
〉
入
世
給
比
【
へ
】
夜
」

　
　

彦
火
火　

�「
應
然
良
婆
老
翁
乃
教
尓
従
比
早
夜
龍
宮
閉
〈
比
〉
入
里
申
左
〈
佐
〉
牟
」

　
　

彦
火
火　

�「
應
龍
宮
能
息
女
豊
玉
姫
尓
物
申
左
牟
」

　
　
　
　

姫　

�「【
応
】
自
良
波
海
【
綿
】
津
見
〈
乃
〉
神
乃
息
女
豊
玉
姫
止
申
須
〈
志
〉
奈
里
然
留
尓
天
皇
乃
御
神
如
何
【
に
】
志
弖
天
降
世
【
り
】
給
布
夜
【
な
ふ
】」

　
　

彦
火
火　

�「
應
自
良
波
彦
火
々
出
見
命
奈
里
兄
火
闌
降
〈
乃
闌
降
乃
〉【
照
】
命
与
里
釣
【
針
】
乎
借
〈
貸
〉
里
魚
乎
釣
里
楽
【
し
】
美
給
閉
〈
比
〉
婆

魚
尓
鈎
〈
釣
針
〉【
針
】
乎
捕
【
ら
】
礼
失
比
多
留
故
、吾
【
が
】
帯
世
留
剱
乎
以
弖
鈎
〈
釣
〉【
針
】
乎
造
里
返
止
雖
【
い
え
ど
も
兄
中
々
】

承
引
世
受
余
儀
〈
議
〉
奈
久
老
翁
乃
教
尓
寄
里
弖
〈
天
〉
是
迄
尋
〈
禰
〉
来
多
里
何
尓
止
【
如
何
に
】
志
弖
尋
祢
閉
伎
〈
支
〉
夜
乃
布
」

　
　
　
　

姫　

�「
偖
〈
弖
〉波
左
様
乃
御
尋
奈
良
婆
吾
父
尓
委
志
久
御
尋
候
得【
へ
】婆
鈎〈
釣
〉【
針
】波
御
手
尓
入
程
尓
先
々
此
方
閉〈
比
〉
入
良
世
給
□〈
閉
〉夜
乃
布
」

　
　

彦
火
火　

�「
應
然
良
婆
取
計
乃
程
頼
美
申
左
牟
」

　
　
　
　

注　

�

当
神
楽
で
は
蛸
は
赤
面
コ
、
鰒
は
お
か
め

4

4

4

を
用
ひ
る
。

　
　
　

タ
コ　

�「
是
々
【
是
れ
是
れ
】
御
鰒
殿
、
命
〈
尊
〉
様
ハ
余
リ
長
イ
〈
ヘ
〉【
々
の
】
御
逗
留
、
鈎
【
針
】
ハ
速
ニ
尋
ネ
出
サ
レ
タ

カ
、
何
ヲ
ナ
サ
レ
テ
御
座
モ
ノ
デ
ア
ロ
ウ
ナ
【
ダ
カ
ナ
ア
】」

　
　
　

フ
ク　

�「
此
【
の
】
蛸
サ
ン
カ
如
□
〈
知
ヌ
〉【
の
】
カ
、
毎
日
ノ
御
楽
ミ
」

　
　
　

タ
コ　

�「
夫
【
そ
れ
】
ハ
又
何
ノ
御
楽
〈
タ
ノ
シ
〉
ミ
」
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フ
ク　

�「
種
々
先
【
づ
】
ハ
御
酒
宴
、
或
ハ
御
咄
シ
」

　
　
　

タ
コ　

�「
其
御
咄
〈
噺
〉
ハ
何
ソ
【
か
】
面
白
イ
御
咄
ハ
ナ
カ
ツ
タ
カ
」

　
　
　

フ
ク　

�「
毎
日
ノ
御
咄
〈
シ
〉【
で
】、此
ノ
方
ノ
親
【
父
】
様
ト
、何
〈
阿
〉【
彼
】
ノ
方
【
の
】
命
〈
尊
〉
様
ト
、ヲ
イ
ラ
カ
【
の
】

所
詮
分
【
わ
か
】
ラ
ヌ
御
咄
〈
シ
〉
ガ
多
ク
テ
」

　
　
　

タ
コ　

�「
ソ
レ
〈
夫
〉
デ
モ
少
シ
斗
リ
ハ
聞
イ
〈
ヘ
〉【
キ
得
】
タ
咄
モ
有
リ
ソ
ウ
ナ
モ
ノ
【
ん
】
ダ
ガ
ナ
」

　
　
　

フ
ク　

�「
夫
ヨ
〳
〵
、
扨
【
て
】
命
〈
尊
〉
様
ノ
兄
様
ハ
根
性
ハ
【
が
】
悪
ク
テ
、
命
〈
尊
〉
様
へ
怨
ヲ
為
ス
神
ダ
ト
此
方
ノ
親

父
様
ノ
御
見
通
シ
、
皆
怖
入
ツ
テ
ジ
ヤ
【
の
こ
と
さ
】。
鈎
【
針
】
ヲ
返
シ
玉
【
給
】
ウ
ニ
モ
、
必
ズ
手
渡
シ
ニ
遊
【
ば
】

ス
ナ
、
近
ク
向
【
っ
】
テ
渡
シ
玉
【
給
】
ウ
ナ
、
遠
ク
御
座
【
し
】
テ
、
マ
ヂ
チ
、
ホ
ロ
ビ
チ
、
ヲ
ト
ロ
イ
チ
【
お
ぼ
ち
、

す
す
ち
、
ま
ち
ぢ
、
う
る
ぢ
】、
ト
言
【
っ
】
テ
鈎
【
針
】
ヲ
投
玉
ヘ
〈
玉
イ
〉【
げ
返
し
給
へ
】
バ
、
逆
心
忽
チ
顕
ル
。

其
時
潮
溢
【
満
】
瓊
ヲ
投
【
げ
】
玉
【
給
】
ヘ
バ
、忽
チ
海
ト
成
リ
、其
時
兄
貴
ハ
、助
ケ
玉
【
給
】
ヘ
、下
部
ト
成
【
る
】

ベ
シ
ト
云
フ
〈
ル
〉
時
、又
潮
涸
瓊
ヲ
投
【
げ
】
玉
【
給
】
ヘ
バ
、其
儘
【
忽
ち
】
陸
ト
成
【
る
】
ベ
シ
ト
訓
へ
玉
【
給
】
ウ
」

　
　
　

タ
コ　

�「
ド
ウ
デ
モ
年
老
タ
ケ
テ
、
左
右
云
【
の
】 

コ
ト
〈
㕝
〉
ヲ
定
執
【
さ
と
っ
て
の
こ
と
】
カ
、
夫
ナ
レ
バ
干
珠
満
珠
ヲ
御

彦
様
ヘ
上
ル
ト
カ
、
扨
【
て
】
合
點
ノ
ナ
イ
【
い
か
ぬ
】 

コ
ト
〈
㕝
〉、
夫
ハ
僞
ダ
ロ
ウ
【
ん
べ
】」

　
　
　

フ
ク　

�「
夫
ニ
ハ
深
イ
訳
ガ
有
【
る
】」

　
　
　

フ
ク　

�「
御
姫
様
ハ
御
男
子
ヲ
御
懐
胎
、夫
【
そ
れ
】
ハ
命
〈
尊
〉
様
ノ
御
胤
デ
、日
本
ノ
主
〈
シ
〉
ト
成
玉
【
給
】
ウ
コ
ト
〈
㕝
〉

ヲ
親
父
様
ガ
速
定
摂
【
さ
と
っ
】
テ
ノ
御
コ
ト
〈
㕝
〉
ジ
ヤ
」

　
　
　

タ
コ　

�「
夫
【
そ
れ
】
ハ
中
々
下
ニ
【
も
】
置
レ
ヌ
発
明
ナ
親
父
様
ダ
ガ
、
夫
【
そ
れ
】
ニ
ハ
又
ツ
マ
ラ
ヌ
コ
ト
〈
㕝
〉
ガ
ア
ル
」

　
　
　

フ
ク　

�「
夫
ハ
又
ド
ウ
シ
タ
コ
ト
〈
㕝
〉
デ
ア
ロ
ウ
」
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筆
者
注

　
右
の
フ
ク
の
神
諷
は
、『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
で
は
「
ふ
う
、
又
ど
う
し
て
」
と
な
る
。

　
　
　

タ
コ　

�「
夫
〈
去
〉【
そ
れ
】
ハ
兄
ハ
主
ト
成
ベ
キ
ニ
、
弟
ヲ
主
ト
ス
ル
様
ニ
訓
ユ
ル
ト
ハ
、
親
父
様
ノ
了
簡
ハ
聞
ヘ
ヌ
〳
〵
」

　
　
　

フ
ク　

�「
夫
ニ
ハ
品
【
々
】
ノ
有
【
る
】
コ
ト
〈
㕝
〉、
命
〈
尊
〉
様
ノ
御
祖
父
様
ガ
、
御
彦
様
ヘ
御
神
系
ヲ
御
譲
〈
遜
〉
リ
遊
シ

タ
ト
言
【
ふ
】
コ
ト
〈
㕝
〉
ダ
ケ
ナ
【
か
ら
の
こ
と
さ
】」

　
　
　

タ
コ　

�「
夫
デ
ハ
兄
殿
モ
違
背
ヲ
云
フ
コ
ト
〈
㕝
〉
ハ
ナ
【
ア
】
ル
マ
イ
〈
カ
〉
ナ
」

　
　
　

フ
ク　

�「
夫
デ
モ
元
来
大
悪
性
ダ
カ
ラ
ノ
コ
ト
〈
㕝
〉
サ
」

タ
コ【
・
フ
ク
】�「
辭
速
【
い
や
は
や
】
天
ノ
神
デ
モ
地
ノ
神
デ
モ
、
何
デ
モ
カ
【
ん
】
デ
モ
由
断
ハ
ナ
ラ
ヌ
〳
〵
」

　
　
　
　

命　

�「
汝
等
親
子
ノ
情
ニ
〈
依
〉
テ
、
鈎
【
鉤
】
ハ
吾
手
ニ
入
候
程
ニ
、
速
ニ
帰
朝
ス
ル
也
【
な
り
】」

　
　
　
　

姫　

�「
扨
ハ
幾
度
カ
留
メ
奉
ン
〔
上
ン
〕、
セ
メ
テ
ハ
今
年
斗
ハ
〈
斗
リ
〉【
ば
か
り
、】
御
留
リ
玉
【
給
】
ヘ
ヤ
ナ
ウ
」

　
　
　
　

命　

�「
今
迄
親
子
ニ
留
メ
ラ
レ
、
不
レ
量
三
歳
此
地
ニ
留
マ
リ
、
何
ノ
不
足
カ
有
【
ら
】
ン
」

　
　
　
　

姫　

�「【
応
】
恥
ナ
ガ
ラ
〈
乍
羽
束
師
〉【
恥
し
な
が
ら
】、
皇
ノ
御
胤
胎
内
ニ
宿
ラ
セ
給
フ
〔
給
布
止
與
〕、【
せ
め
て
】
誕
生
迄

御
止
マ
リ
玉
【
給
】
ヘ
ヤ
ナ
ウ
」

　
　
　
　

命　

�「【
応
】
扨
【
て
】
ハ
左
様
ニ
候
カ
、
此
地
ニ
テ
誕
生
ナ
ラ
バ
、
我
【
が
】
国
ノ
主
〈
シ
〉
ト
ハ
成
難
シ
、
吾
国
ニ
来
【
っ
】

テ
産
玉
【
給
】
ヘ
ヤ
ナ
ウ
」

　
　
　
　

姫　

�「【
応
】
然
ラ
バ
是
非
モ
ナ
シ
。
名
残
惜
ク
ハ
候
得
共
、
日
頃
ノ
御
物
語
承
ル
上
ハ
、
誰
【
何
】
カ
ア
ラ
ン
、
玉
珠
【
珠
玉
】

ヲ
【
捧
げ
】
奉
【
ら
】
ン
ヤ
ナ
ウ
」

　
　
　
　

尊　

�「
是
ハ
重
ネ
々
々
ノ
深
キ
情
ケ
、
忘
【
れ
】
方
ナ
シ
、
サ
ラ
バ
〳
〵
」
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姫　

�「
嗚
呼
等
名
残
惜
ノ
御
君
、
名
残
惜
ノ
御
命
〈
尊
〉
ヤ
ナ
ウ
」

　
　
　

闌
降　

�「【
応
】
吾
ハ
火
闌
降
【
照
】 

命
〈
尊
〉 

也
【
な
り
】。
彦
火
々
出
見
命
ニ
〈
尊
エ
〉
物
申
サ
ン
ヤ
ナ
ウ
」

　
　

彦
火
火　

�「【
応
】
是
ハ
兄
、
久
【
し
】
ク
ト
テ
対
顔
、
何
ノ
恙
無
キ
ヤ
ナ
ウ
〈
候
ヤ
〉」

　
　
　

闌
降　

�「
辞
【
い
や
】
何
ノ
恙
無
キ
、
弓
矢
ヲ
返
セ
シ
ハ
四
年
以
前
、
鈎
【
釣
針
】
ハ
何
ト
テ
延
引
シ
給
フ
ゾ
ヤ
」

　
　

彦
火
火　

�「
應
々
失
【
ひ
】
タ
ル
鈎
【
釣
針
】
ヲ
糺
シ
テ
是
迄
年
月
ヲ
経
タ
リ
。
只
今
返
ス
也
【
な
り
】、
慥
ニ
〈
糺
シ
テ
〉【
慥
】�

受
取
【
り
】
給
〈
玉
〉
へ
ヤ
ナ
ウ
」

　
　
　

闌
降　

�「
然
ラ
ハ
受
取
ル
ナ
リ
【
ら
ん
】。
聢
ト
渡
ス
ベ
シ
」

　
　

彦
火
火　

�「
貧
鈎
、
□
〔
滅
〕
鈎
、
落
薄
鈎
」

　
　
　

闌
降　

�「
辞
投
【
げ
て
】
返
ス
【
と
】
ハ
無
礼
至
極
、
無
礼
千
萬
【
、
や
さ
不
順
の
至
り
】」

　
　
　

闌
降　

�「
是
々
【
応
々
】
赦
シ
玉
【
給
】
ヘ
、
吾
ハ
臣
【
下
臣
】
ト
ナ
ラ
ン
、
助
ケ
玉
【
給
】
ヘ
、
怨
敵
〈
憎
〉
ハ
セ
ヌ
、
手
向
ヒ�

〈
敵
悪
〉
ハ
セ
ヌ（

（1
（

」

　
　
十
五
．
　
火
々
出
見
・
鸕
鷀
草
葺
不
合
命
出
現

（
（1
（

　

解
説�　

こ
の
舞
は
、
前
の
「
鈎
弓
」
の
後
を
受
け
て
ゐ
る
も
の
、
即
ち
豊
玉
姫
が
お
産
の
為
、
本
島
に
来
つ
て
産
屋
を
営
む
、
そ
の
産

屋
を
見
る
な
と
云
ふ
の
に
火
火
出
見
命
が
見
る
と
蛇
躰
の
中
に
王
子
が
遊
ん
で
ゐ
る
。
こ
れ
を
見
て
、
こ
の
産
屋
を
打
破
る
と
い

う
舞
ひ
。
こ
ゝ
で
の
見
場
は
、豊
玉
姫
の
子
別
れ
の
場
で
あ
る
。
当
地
方
で
は
「
お
ぼ
こ
な
し
」
と
も
云
ふ
て
ゐ
る
舞
ひ
で
あ
る
。
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・
ヲ
キ
ツ
鳥
鴨
着
ク
島
ニ
我
ガ
イ
ネ
シ　

妹
ハ
ワ
ス
レ
〈
ラ
〉
ジ　

夜
ノ
コ
ト
ゴ
ト
モ

　

・
明
玉
ノ
ヒ
カ
リ
ハ
ア
リ
ト
人
ハ
イ
エ
ド　

君
ガ
ヨ
ソ
イ
シ　

貴
ク
ア
リ
ケ
リ

　

・
人
コ
ト
ニ　

ウ
ブ
ヤ
ニ
ナ
ラ
ベ　

フ
キ
モ
ア
ヘ
ズ　

神
モ
生
レ
シ　

ウ
ノ
羽
ト
ゾ
キ
ク
（
気
仙
沼
神
哥
本
「
火
火
出
見
」）

　
　
　
　

豊
玉　

�「
自
ハ
海
【
綿
】
津
見
〈
ノ
〉
神
ノ
息
女
、
豊
玉
姫
ト
申
ス
ナ
リ
、
然
ル
ニ
吾
君
【
彦
】
火
々
出
見
命
〈
尊
〉
御
帰
国

ノ
砌
リ
要
【
契
り
し
】
言
ヲ
違
ハ
ズ
、
産
屋
〈
室
〉
ヲ
営
ミ
玉
【
給
】
ウ
【
と
よ
】。
産
屋
ノ
内
必
ズ
視
座
ス
事
ア
ル

マ
ジ
キ
ヤ
ナ
ウ
〈
、
穴
賢
恨
ミ
申
サ
ン
ヤ
ナ
ウ
〉」

　

髙
舞
台
の
あ
る
と
き
は
、
橋
を
渡
つ
て
是
に
入
る
。

　
　

火
々
出
見　

�「
天
臨
降
臨
〈
吾
ハ
〉
彦
火
々
出
見
命
〈
尊
〉
是
也
【
な
り
】。
然
ル
ニ
婦
人
安
産
ノ
タ
メ
、
海
辺
ニ
鵜
羽
ヲ
以
テ
産
屋

ヲ
造
リ
【
ら
い
】、
日
不
レ
合
内
【
来
ま
づ
き
所
に
】
来
【
つ
】
テ
見
ル
コ
ト
〈
㕝
〉
ナ
カ
レ
ト
契
リ
シ
ガ
、
如
何
疑�

【
は
】
シ
。
依
【
っ
】
テ
産
屋
【
の
内
】
ヲ
見
バ
ヤ
ト
存
【
じ
】
候
」

　
　

火
々
出
見　

�「
應
産
屋
ノ
内
ヲ
見
給
フ
ニ
、
婦
人
百
千
ノ
鱗
ヲ
現
シ
異
形
タ
リ
、
中
ニ
出
生
ノ
エ
イ
【
嬰
】
兒
ヲ
懐
キ
、
然
ル
ニ
彼�

ノ
ヱ
イ
【
嬰
】
兒
乍
去
【
さ
な
が
ら
】 
ヲ
ソ
【
恐
】
ル
ゝ
気
色
ナ
シ
、依
【
っ
】
テ
装
束
ヲ
改
メ
、始
終
ヲ
見
ハ
ヤ
ト
【
彼

の
産
屋
を
打
砕
か
ん
と
】
存
【
し
】
候
」

　

豊
玉
姫
が
人
形
（
王
子
）
を
抱
き
、
扇
を
持
添
へ
て
産
屋
か
ら
出
て
く
る
。
後
に
玉
依
姫
が
つ
い
て
出
る
。

　
　
　
　

豊
玉　

�「【
応
】
如
何
ニ
玉
依
姫
、
自
ハ
龍
宮
ヘ
帰
也
。
此
王
子
汝
【
は
御
身
】
か
爲
ニ
ハ
甥
子
也
【
な
り
】。
カ
ナ
ラ
ズ
〳
〵

育
テ
給
〈
玉
〉
ヘ
ヤ
。
吾
ハ
海
津
見
〈
海
津
宮
〉【
綿
津
見
宮
】
ヘ
帰
ル
也
【
な
り
】。」

　
　
　
　

玉
依　

�「【
応
】
扨
ハ
【
此
の
】
王
子
ヲ
捨
置
【
て
】、
龍
宮
〈
龍
土
〉【
綿
津
見
宮
】
ヘ
帰
ラ
セ
給
〈
玉
〉
フ
ト
ハ
、
嗚
呼
等�



190本吉法印神楽の継承とその神諷に関する調査報告

〈
コ
ハ
〉
情
ナ
ヤ
恨
メ
シ
ノ
コ
ト
〈
㕝
〉〈
ト
モ
〉
ヤ
ナ
ウ
」

　
　
　
　

豊
玉　

�「
恨
ム
ト
モ
〳
〵
流
石
別
レ
ヤ
思
フ
ラ
ン
、
荒
キ
渚
ノ
浪
ノ
立
靜
爾
【
に
】」

　
　
　

注　

こ
の
神
楽
□
は
豊
玉
姫
と
王
子
の
別
れ
の
場
面
で
あ
る

　
　
十
六
．
所
望
分（

（1
（

　

・�

解
説　

こ
の
舞
は
神
楽
と
し
て
最
も
分
布
し
て
ゐ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
四
季
（
春
夏
秋
冬
）
の
中
か
ら
土
用
を
設
け
て
、
行
レ
五

を
定
め
る
ま
で
の
舞
が
行
は
れ
る
勇
壮
な
舞
で
あ
る
。

　

・
神
諷

　
　
　
　
　
　

姫　

�「【
応
】
夫
自
ハ
八
十
萬
魂
ノ
尊
【
命
】 

也
【
な
り
】。
四
季
ノ
神
等
ニ
〈
ヘ
〉
物
申
サ
ン
ヤ
ナ
ウ
」

　
　
　
　
　

四
神　

�「
是
ハ
何
事
ニ
候
ヤ
ナ
ウ
（
候
フ
ゾ
ヤ
）」

　
　
　
　
　
　

姫　

�「【
応
】
自
ハ
面
足
惶
根
二
神
ノ
性
、天
ノ
八
十
萬
魂
尊
【
命
】 

也
【
な
り
】。
天
ニ
在
【
っ
】
テ
ハ
元
気
土
徳
ノ
神
、

地
ニ
在
【
っ
】
テ
ハ
五
鬼
元
土
神
、
人
ニ
在
【
っ
】
テ
ハ
脾
土
元
霊
神
【
に
し
て
】、
五
行
ノ
神
ト
テ
四
季
ノ
神
ト

相
並
ブ
レ
共
、
四
季
ニ
ヲ
イ
テ
領
ス
ル
所
ナ
シ
。
依
【
っ
】
テ
自
ラ
ニ
モ
四
季
ノ
内
分
與
ヘ
給
〈
玉
〉
ヘ
ヤ
ナ
ウ
」

　
　
　
　
　
　

姫　

�「
阿
那
多
ハ
如
何
ニ
候
ヤ
ナ
ウ
」

　
　

北
ノ
神
（
黒
）　�「
我
ハ
天
ノ
八
下
ノ
尊
也
。
天
ニ
在
テ
ハ
元
気
水
徳
神
、
地
ニ
在
テ
ハ
一
徳
元
水
〈
ノ
〉
神
、
人
ニ
在
テ
ハ
腎
水
元

霊
神
ニ
テ
冬
ヲ
主
ル
コ
ト
〈
㕝
〉
ナ
レ
バ
分
遜
ノ
コ
ト
〈
㕝
〉
成
難
ク
候
」

　
　
　
　
　
　

姫　

�「
阿
那
多
ハ
如
何
ニ
候
ヤ
ナ
ウ
〈
ソ
ヤ
〉」
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南
（
赤
）　�「
吾
ハ
天
ノ
三
下
ノ
尊
〈
命
〉
也
、
天
ニ
在
テ
ハ
元
気
火
徳
神
、
地
ニ
在
テ
ハ
二
儀
元
火
神
、
人
ニ
在
テ
ハ
心
火
元

霊
神
ニ
テ
夏
ヲ
主
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
少
シ
モ
成
難
キ
事
ニ
候
」

　
　
　
　
　
　

姫　

�「
阿
那
多
ハ
如
何
ニ
候
ヤ
ナ
ウ
」

　
　
　
　

東
（
青
）　�「
吾
ハ
天
合
尊
也
、
天
ニ
在
テ
ハ
元
気
木
徳
〈
ノ
〉
神
、
地
ニ
在
テ
ハ
三
生
元
木
ノ
神
人
ニ
在
テ
ハ
肝
木
元
霊
〈
ノ
〉

神
ニ
テ
春
ヲ
主
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
中
々
以
テ
成
難
ク
候
」

　
　
　
　
　
　

姫　

�「
阿
那
多
ハ
如
何
ニ
候
ヤ
ナ
ウ
」

　
　
　
　

西
（
白
）　�「
吾
ハ
天
ノ
八
百
日
尊
〈
命
〉
也
。
天
ニ
在
テ
ハ
元
気
金
徳
〈
ノ
〉
神
、
地
ニ
在
テ
ハ
四
殺
元
金
神
、
人
ニ
在
テ
ハ

肺
金
元
霊
〈
ノ
〉
神
ニ
シ
テ
四
季
ニ
於
テ
ハ
秋
ヲ
領
シ
、一
年
三
百
六
十
日
ヲ
九
十
日
宛
四
神
ノ
領
ス
ル
コ
ト
〈
㕝
〉

ナ
レ
バ
少
モ
分
與
ヘ
〈
ユ
〉
ル
コ
ト
〈
㕝
〉、
中
々
以
テ
成
難
キ
コ
ト
〈
㕝
〉
ニ
候
」

　
　
　
　
　
　

姫　

�「
然
バ
是
上
ハ
是
非
戰
ヲ
爲
テ
モ
領
ス
ベ
シ
、
装
束
ヲ
改
メ
申
サ
ン
」

　
　
　

筆
者
注

　�

右
に
示
し
た
北
ノ
神
（
黒
）「
我
ハ
天
ノ
八
下
ノ
尊
也
…
…
」
か
ら
姫
「
然
バ
是
上
ハ
…
…
」
に
か
け
て
の
神
諷
お
よ
び
、

神
々
の
登
場
の
順
番
は
、『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　
　
　
　
　

東
（
青
）　�「【
応
】
吾
ハ
天
合
尊
也
【
命
な
り
】
、
天
ニ
在
【
っ
】
テ
ハ
元
気
木
徳
〈
ノ
〉
神
、
地
ニ
在
【
っ
】
テ
ハ
三
生
元

木
ノ
神
人
ニ
在
【
っ
】
テ
ハ
肝
木
元
霊
〈
ノ
〉
神
ニ
【
し
】
テ
、
春
ヲ
主
【
宰
】
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
中
々
以
テ

成
難
ク
【
き
事
に
】
候
」

　
　
　
　
　
　
　

姫
　�「【
然
ら
ば
是
非
も
な
し
、】
阿
那
多
ハ
如
何
ニ
候
ヤ
ナ
ウ
【
ふ
】」

　
　
　
　
　

西
（
白
）　�「【
応
】
吾
ハ
天
ノ
八
百
日
尊
〔
命
〕 

也
【
な
り
】。
天
ニ
在
【
っ
】
テ
ハ
元
気
金
徳
〈
ノ
〉
神
、
地
ニ
在
【
っ
】

テ
ハ
四
殺
元
金
神
、
人
ニ
在
【
っ
】
テ
ハ
肺
金
元
霊
〈
ノ
〉
神
ニ
シ
テ
四
季
ニ
於
テ
ハ
秋
ヲ
領
シ
、
一
年
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三
百
六
十
日
ヲ
九
十
日
宛
四
神
ノ
領
ス
ル
コ
ト
〈
ス
ル
㕝
〉【
日
】
ナ
レ
バ
少
【
し
】
モ
分
與
ヘ
〈
ユ
〉
ル
コ
ト

〈
㕝
〉、
中
々
以
テ
成
難
キ
コ
ト
〈
㕝
〉
ニ
候
」

　
　
　
　
　
　
　

姫
　�「【
応
然
ら
ば
是
非
も
な
し
、】
阿
那
多
ハ
如
何
ニ
候
ヤ
ナ
ウ
【
ふ
】」

　
　
　
　
　

南
（
赤
）　�「【
応
】
吾
ハ
天
ノ
三
下
ノ
尊
〔
命
〕 

也
【
な
り
】。
天
ニ
在
【
っ
】
テ
ハ
元
気
火
徳
神
、
地
ニ
在
【
っ
】
テ
ハ
二

儀
元
火
神
、
人
ニ
在
【
っ
】
テ
ハ
心
火
元
霊
神
ニ
【
し
】
テ
夏
ヲ
主
【
司
】
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
少
シ
モ
成
難
キ

事
ニ
候
」

　
　
　
　
　
　
　

姫
　�「【
応
然
ら
ば
是
非
も
な
し
。】
阿
那
多
ハ
如
何
候
ヤ
ナ
ウ
【
ふ
】」

　
　
　

北
ノ
神
（
黒
）　�「【
応
】
我
【
吾
】
ハ
天
ノ
八
下
ノ
尊
也
【
命
な
り
】
。
天
ニ
在
【
っ
】
テ
ハ
元
気
水
徳
神
、
地
ニ
在
【
っ
】
テ
ハ

一
徳
元
水
〈
ノ
〉
神
、
人
ニ
在
【
っ
】
テ
ハ
腎
水
元
霊
神
ニ
テ
【
し
て
、
四
季
に
在
っ
て
は
】
冬
ヲ
主
【
宰
】

ル
コ
ト
〈
㕝
〉
ナ
レ
バ
分
遜
ノ
【
け
与
え
ふ
】 

コ
ト
〈
㕝
〉
成
難
ク
【
き
こ
と
に
】
候
」

　
　
　
　
　
　
　

姫
　�「【
応
】
然
バ
是
上
ハ
是
非
【
是
非
も
な
し
、
是
上
は
】
戰
ヲ
爲
テ
モ
領
ス
ベ
シ
、【
い
ざ
】
装
束
ヲ
改
メ
【
戦
い
】

申
サ
ン
」

と
荒
々
し
く
舞
ひ
、
め
ぐ
り
、
跳
上
り
、
坐
し
て
袖
を
結
び
、
鉾
を
と
る
。
四
神
も
立
ち
声
を
そ
ろ
へ
、

　
　
　
　
　

四
神　

�「【
応
】
然
ラ
バ
吾
々
モ
装
束
ヲ
改
メ
申
ベ
シ
【
物
申
さ
ん
】」

と
仕
度
を
し
、
太
刀
を
と
り
な
ほ
る
と
、
姫
は
中
に
居
て
、
東
の
神
よ
り
順
に
戦
ひ
、
一
ま
は
り
戦
ひ
そ
の
場
に
め
ぐ
り
、
跳
上
り
、
坐

し
、
こ
の
姫
を
中
に
四
神
が
太
刀
を
合
せ
き
ま
つ
た
所
に
、
元
気
神
と
穪
す
る
黒
阿
面
の
神
が
現
れ
る
。

　
　
　
　

元
気
神　

�「
五
行
ノ
神
等
如
何
ナ
ル
事
ニ
テ
【
斯
く
】
爭
【
い
】
給
〈
玉
〉
フ
【
や
】」

四
神
は
太
刀
を
引
き
、
姫
は
坐
し
た
ま
ゝ
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姫　

�「【
応
】
自
ハ
四
季
ニ
於
テ
【
八
十
萬
魂
命
な
り
。
五
行
の
神
と
て
四
季
の
神
等
と
相
並
ぶ
れ
ど
も
】
領
ス
ル
所
ナ

キ
故
【
く
】、土
ノ
徳
甚
ダ
衰
フ
〈
ル
〉。
仍
ツ
テ
然
ル
間
〈
仍
テ
ハ
〉【
仍
っ
て
】
自
【
ら
】
ニ
モ
分
與
ヘ
給
〈
玉
〉

ヘ
ト
願
フ
ト
イ
ヘ
ド
モ
相
叶
ハ
ズ
、
是
ノ
如
ク
【
斯
く
】
相
爭
フ
コ
ト
〈
㕝
〉
年
久
シ
【
や
な
ふ
】」

　
　
　
　

元
気
神　
「【
応
】
吾
【
自
】
ハ
天
ノ
御
中
主
尊
【
神
】 

也
【
な
り
】。
先
々
剱
ヲ
鞘
ニ
納
ム
ベ
シ
。
各
【
々
】
納
メ
ヨ
〳
〵
。」

　
　
　
　
【
四
神　
　
「
応
然
ら
ば
納
む
べ
し
」】

　
　
　
　

元
気
神　

�「
吾
ハ
是
【
れ
】
天
人
地
ノ
大
元
【
気
】
神
也
【
な
り
】。
然
ル
ニ
五
行
神
【
等
】
相
尅
ス
【
た
】
ル
故
ニ
時
季
定
ラ
ズ
、

八
十
萬
魂
【
命
】
ノ
願
ヒ
至
極
餘
儀
〈
義
〉
無
キ
コ
ト
〈
㕝
〉
ニ
候
間
【
へ
ば
】、
四
季
九
十
日
宛
ノ
内
ヨ
リ
十
八

日
宛
四
土
用
ト
號
シ
、
八
十
萬
魂
【
命
】
ヘ
【
分
】
与
フ
〈
ユ
〉
ベ
シ
、
然
ラ
バ
一
神
ニ
【
つ
き
】
七
十
二
日
宛

ノ
領
日
也
【
な
り
】」

　

と
、
胴
と
り
の
哥
、
元
気
神
は
五
色
の
旗
を
待
ち
、
地
舞
、
こ
の
間
に
一
同
は
袖
を
解
く
（
哥
と
は
次
の
気
仙
沼
神
哥
本
ヨ
リ
）

　
　
　

・
名
ノ
ミ
シ
テ
姿
ハ
見
ヱ
ス　

石
ト
金　

打
出
ス
コ
ソ　

カ
グ
土
ノ
神

　
　
　

・
ア
ラ
ワ
ル
　ヽ

御
名
モ
タ
ノ
モ
シ　

影
髙
ク　

カ
ナ
山
ヒ
コ
ヲ　

ウ
ツ
ス
神
垣

　
　
　

・
草
木
マ
デ　

埴
山
姫
ノ
ソ
ダ
テ
置
キ　

恵
ヲ
受
テ　

ス
メ
ル
我
国

　
　
　
　

元
気
神　

�「
各
五
方
ノ
主
ト
成
テ
四
季
ヲ
主
護
シ
、
相
尅
ヲ
相
止
メ
、
五
行
相
生
和
睦
ノ
タ
メ
千
代
〈
和
睦
〉
ノ
御
神
楽
ヲ
奏

シ
退
キ
給
ヘ
ヤ
ナ
ウ
」

　
　
　

筆
者
注
　
右
の
元
気
神
の
神
諷
は
『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

元
気
神
　�「
先
づ
天
合
命
は
東
方
、
八
百
日
命
は
西
方
、
三
下
命
は
南
方
八
下
命
は
北
方
、
八
十
萬
魂
姫
は
中
央
と
な
っ
て
、

五
行
の
四
季
を
守
護
す
べ
し
。
五
行
相
生
の
た
め
和
睦
の
御
神
楽
を
奏
し
退
き
給
へ
や
」
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姫
を
中
央
に
四
神
輪
に
な
つ
て
み
か
ぐ
ら

4

4

4

4

　
　
十
七
．
空
照

　
天
神
化
生
楽

　
　
十
八
．
普
昭

　
地
神
化
生
楽

　
　
十
九
．
荒
神（

（1
（

　
　
二
十
．
二
ノ
夜

　
こ
の
神
楽
と
次
の
「
橋
引
」
は
夜
神
楽
に
舞
は
れ
た
も
の
、
今
は
全
く
舞
は
れ
て
ゐ
な
い
が
、
こ
ヽ
に
誌
す（
（2
（

。

　
　
二
十
一
．
橋
引（

（2
（

　
謝
辞�　

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
の
岸
浪　

均
氏
（
釣
石
神
社
宮
司
）、
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会

の
今
野
三
千
雄
氏
、
上
山
八
幡
宮
禰
宜
の
工
藤
真
弓
氏
、
そ
し
て
石
巻
市
北
上
町
の
佐
藤
清
吾
氏
よ
り
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
資
料
の
翻
刻
の
際
に
は
勝
間
田
晃
嵩
氏
・
剱
持
太
暉
氏
・
杉
山
南
々
子
氏
（
い
ず
れ
も
帝
京
大
学
文

学
部
史
学
科
地
理
学
コ
ー
ス
卒
業
生
）
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
末
で
は
あ
り
ま
す
が
、
以
上
の
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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註
　
　

　
（
1
）�　

本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
吉
野
（
二
〇
二
〇
）
を
参
照
。

　
（
2
）�　

一
般
に
、
法
印
神
楽
は
契
約
講
や
個
人
な
ど
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
奉
納
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
奉
納
日
時
・
場
所
は

年
に
応
じ
て
異
な
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
を
「
両
保
存
会
」
と
称
す
る
。

　
（
3
）�　T

H
E SA

N
K
EI N

EW
S

記
事
「【
想
う
一
〇
月
】
石
巻
市
長
面
地
区
、
北
野
神
社
宮
司
・
高
橋
範
英
さ
ん
（
六
八
）」
に
よ
る
。https://w

w
w
.

sankei.com
/article/20181012-4M

W
V
BM
Y
O
X
FPS7CY

2PX
3N
U
BS7ZQ

/

（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
四
日
最
終
閲
覧
）。

　
（
4
）�　

各
演
目
の
内
容
に
つ
い
て
は
本
稿
の
「
三
、
本
吉
法
印
神
楽
の
神
諷
の
比
較
」
を
参
照
。

　
（
5
）�　

釣
石
神
社
の
岸
浪　

均
宮
司
に
よ
る
と
、
近
年
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
で
は
、
新
築
祝
い
の
場
で
「
荒
神
」
を
奉
納
し
た
と
い
う
（
電
話
で
の

聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

　
（
6
）�　
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
中
の
「
一
．
初
矢
」
の
解
説
文
は
、
上
町
法
印
神
楽
保
存
会
編
（
二
〇
〇
四
）
の
「
初
矢
」
の
解
説
文
の
前
半
部
分
と
ほ
ぼ

同
一
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
上
町
の
神
楽
団
（
保
存
会
）
と
の
間
で
交
流
が
あ
り
、
両
者
が
神
楽
の
解
説
に
関
す
る
情
報
を

共
有
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
（
7
）�　
「
胴
取
り
」
が
「〈
お
も
し
ろ
し　

か
み
あ
そ
び
〉」
の
部
分
を
唱
え
る
。「
2
．
萬
〈
ツ
〉
代
の
種
は
あ
れ
ど
も
句
句
〈
々
〉
迺
馳
を
、
親
と
定
め

し
神
の
代
と
し
れ
。」
に
続
く
「〈
お
も
し
ろ
し　

か
み
あ
そ
び
〉」
も
同
様
で
あ
る
。
な
お
、「
胴
取
り
」
と
は
法
印
神
楽
に
お
い
て
太
鼓
を
担
当
す

る
者
の
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
を
つ
と
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は
、
神
楽
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
十
分
に
そ
な
え
た
年
長
者
の
み
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
で
は
5
つ
目
の
神
歌
の
後
半
で
、
胴
取
り
が
「
檜
木
・
杉
木
・
榊
の
元
木
」
と
詠
ず
る
。

　
（
8
）�　

本
田
（
一
九
三
四
）
で
は
、
胴
取
り
が
「
何
レ
ノ
神
カ
障
リ
有
ル
ベ
キ
」
の
部
分
を
唱
え
て
い
る
。

　
（
9
）�　

両
保
存
会
に
よ
る
と
、「
〽
物
事
ニ
…
…
」
と
「
〽
三　

頼
モ
シ
ナ
…
…
」
の
神
歌
の
後
半
部
分
は
、
胴
取
り
で
は
な
く
、
舞
手
が
う
た
い
あ
げ
る
。

　
（
10
）�　

現
在
、
他
の
法
印
神
楽
保
存
会
で
も
「
四
天
」
を
奉
納
し
て
い
る
と
い
う
。

　
（
11
）�　

牡
鹿
法
印
神
楽
の
演
目
「
叢
雲
」
で
は
足
摩
乳
が
母
、
手
摩
乳
が
父
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
お
り
、
本
吉
法
印
神
楽
の
「
叢
雲
」
に
登
場
す
る
足
摩�

乳
・
手
摩
乳
と
は
性
別
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
に
よ
る
と
、
気
仙
沼
に
伝
わ
る
秘
曲
「
紫
雲
」
に
登
場
す
る
両
者
の
性
別
は�

『
昭
和
四
〇
年
代
本
』・『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
と
同
一
で
あ
る
。
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（
12
）�　
「
鬼
門
」
で
は
素
戔
嗚
尊
役
の
舞
手
が
綱
を
切
断
す
る
場
面
が
見
所
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
に
は
「
綱
そ
の
物
が
諸
魔

を
現
わ
し
て
い
る
」
と
あ
る
。

　
（
13
）�　
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
の
「
十
三
．
蛭
子
」
の
項
目
に
は
、『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
の
一
八
二
～
一
八
六
頁
か
ら
引
用
し
た
神
諷
・
付
記
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
漢
字
・
送
り
仮
名
・
語
尾
な
ど
は
『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
の
も
の
と
は
若
干
異
な
る
。
な
お
、
本
稿
で
示
し
た
『
昭

和
四
〇
年
代
本
』
の
「
十
四
．
鈎
弓
」・「
十
五
．
火
々
出
見
・
鸕
鷀
草
葺
不
合
命
出
現
」・「
十
六
．
所
望
分
」
の
各
神
諷
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と

が
言
え
る
。
以
上
の
事
実
か
ら
、
昭
和
四
〇
年
代
に
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
は
『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
記
載
の
神
諷
を
参
考
に
一
部
の
神
楽
を
奉

納
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
14
）�　
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
の
「
十
四
．
鈎
弓
」
の
項
目
に
は
『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
の
一
九
二
～
一
九
八
頁
か
ら
引
用
し
た
神
諷
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
（
13
）
参
照
。
な
お
、
本
田
（
一
九
三
四
）
は
い
く
つ
か
の
神
楽
団
の
神
諷
を
引
用
し
て
演
目
「
鈎
弓
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
本
稿
で
示
し
た�

「
十
四
．
鈎
弓
」
の
神
諷
の
前
半
部
分
（
彦
火
火
出
見
尊
・
火
闌
降
命
・
タ
コ
・
フ
ク
）
は
『
遠
藤
氏
本
』
記
載
の
も
の
だ
が
、
後
半
部
分
（
命
・
姫
・

彦
火
火
出
見
尊
・
火
闌
降
命
）
は
牡
鹿
法
印
神
楽
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
現
在
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
、
な
ら
び
に
北
上
町
女
川
法
印
神
楽

保
存
会
で
は
「
鈎
弓
」
を
奉
納
し
て
い
な
い
。
両
保
存
会
で
は
こ
の
演
目
の
復
活
を
願
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
（
15
）�　

本
田
（
一
九
三
四
）
で
は
こ
の
神
諷
を
彦
火
火
出
見
尊
が
唱
え
て
い
る
。
本
来
は
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
の
よ
う
に
火
闌
降
命
役
の
舞
手
が
唱
え

る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
16
）�　
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
の
「
十
五
．
火
々
出
見
・
鸕
鷀
草
葺
不
合
命
出
現
」
の
項
目
に
は
『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
の
一
九
九
～
二
〇
二
頁
か
ら
引

用
し
た
神
諷
が
記
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
（
13
）
参
照
。
現
在
、
こ
の
演
目
は
「
産
屋
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
（
17
）�　
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
の
「
十
六
．
所
望
分
」
の
項
目
に
は
『
陸
前
濱
乃
法
印
神
樂
』
の
一
六
七
～
一
七
一
頁
か
ら
引
用
し
た
神
諷
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

前
掲
（
13
）
参
照
。

　
（
18
）�　

な
お
東
西
南
北
（
春
夏
秋
冬
）
を
司
る
四
神
は
、
牡
鹿
法
印
神
楽
と
『
昭
和
四
〇
年
代
本
』
に
お
い
て
は
北
・
南
・
東
・
西
の
順
番
で
登
場
す
る
が
、

戸
倉
伝
来
の
『
遠
藤
氏
本
』
で
は
こ
れ
ら
の
登
場
順
が
東
・
南
・
西
・
北
に
な
っ
て
い
る
〔
本
田
：
一
九
三
四
〕。
ま
た
、『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
に

お
い
て
上
記
の
神
々
は
東
・
西
・
南
・
北
の
順
番
で
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
登
場
の
順
番
は
、
近
代
期
以
降
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
か
ら
支
援
を

受
け
て
い
た
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
の
も
の
と
同
一
で
、
非
常
に
興
味
深
い
。
今
後
、
各
保
存
会
の
神
諷
を
比
較
し
、
こ
れ
ら
の
間
の
交
流
の
実
態

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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（
19
）�　
『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
で
は
「
十
九
．
荒
神
」
を
「
火
の
み
か
ぐ
ら
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

　
（
20
）�　
『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
で
は
「
二
十
．
二
ノ
夜
」
を
「
山
の
神
楽
・
お
産
の
神
楽
」
と
解
説
し
て
い
る
。

　
（
21
）�　
『
昭
和
六
〇
年
代
本
』
で
は
「
二
十
一
．
橋
引
」
を
「
渡
会
の
川
に
架
け
る
橋
の
木
引
き
」
と
説
明
し
て
い
る
。
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号
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